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Ì
Ì
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Ì
-

5. 普及活動
5-1 出版物
(1)京都文化博物館研究紀要 『朱雀J

(2)京都文化博物館調査研究報告

(3)京都文化博物館年報

(4)展覧会図録

5-2 講演会・音楽会
(1)講演会など

(2)音楽会

5-3 博物館実習
5-4 その他の活動
(1)資料閲覧室

(2)文化情報コーナー

(3)生涯学習ボランティア

(4)京都文化博物館友の会

(5)地域との連携

6. 国際交流
6-1 映西歴史博物館友好交流事業
6-2 その他の交流事業

7. ギャラリー事業
7-1 5・6階展示室
(1)京都文化財団展示室運営委貝会

(2)美術・工芸作家の利用

(3)生涯学習的発表期間の利用

(4)一般の利用

7-2 別館ホール

8. 管理 ・運営
8-1 組織と職邑
(1)組織

(2)京都文化財団役員

(3)京都文化博物館職呉

(4)職目表彰等

8-2施設
(1)本館関係

(2)別館関係

(3)主な改修 ・増設工事

8-3 ろうじ店舗

9. 2001年度のあゆみ

27 

8

9

 

2

2

 

30 

31 

32 

3

4

 

3

3

 

36 

37 

8

9

 

3

3

 

-2-



1. 2001年度の主な活動

この年の自主企画展は、春に学芸第二課が「こころの交流 朝鮮適信使」展を、秋に学芸第一課の

「京都画壇 ・王朝文化の美を描く一突本一洋展」を開催した。歴史の常設展示室では、展示ケースを新

設し、特別陳列コーナーを設けた。その最初の企画として、インターネッ ト博覧会の京都府パビリオン

に協賛して重要文化財 「大島本源氏物語』の全巻特別公開を行い、次いで 「考古肖料でたどる博物館

周辺の歴史」というテーマで、この地域の発掘資料を陳列した。昨年度からスター トした教育 ・普及活

動は、歴史常設展示室での学芸邑による展示解説やコンパニオンによる定時の案内を4月から開始する

とともに、子供用のワークシートの拭行を実施した。また、前年度に引き続き、国の緊急地域雇用特別

交付金を活用しての京都府緊急雇用特別基金事業の一環として、京都府映画関係資料整理事業を受託し、

未整理の資料のリスト化とデータベース化を行った。整理した資料は28,804点、雇用した人員は延べ

2,445.5人であった。

常設展示の入場者数が前年度に比べるとわずかに減リ、特別展の入場者数はかなリ減少した。そうし

た中でギャラリ一部門の健闘が目立った。特に別館ホールでの催しは前年度に比べて件数で50%、入場

者数で約70%増加した。

◇休館日を毎週月曜日に変更 (4月2日～）

当館の休館巳は、開館以来毎月 1回、第3水曜日であった。しかし、公開日数の多さによる作品の疲

労の問題、展示替え等の展示室での作業やエレベーター等の機器類のメンテナンスなど、公開中にでき

ない作業の休館日への集中の問題があって、かねてよ

リ館内で議論を重ねてきた。その結果、本年度から休

館日を週1回、毎週月曜日とすることにした。もちろ

ん月曜日が祝日の場合は、翌日となる。

◇重要文化財 『大島本源氏物語』の全巻を特別公開

(4月10日~12月16日）

インターネット上の電脳空間に展開される世界で初

めての「インターネット博覧会 （インパク）」が、2000

年12月31日から 1年間、国の主催で開催された。京都

一

9:ri
 
冒
重要文化財 『大島本 源氏物語』の特別公開

（新設の2階歴史常設展示室特別陳列コーナー/2001年12月）

府でもこのインパクに参加し、「源氏物語）ゞビリオンー語リ継がれた一千年ー」というテーマでホーム

ページを開設した。ホームページ上では、バーチャルイベン トとしてさまざまな企画が提供されていた

が、 一方でこのテーマに連動するリアルイベントも幾つか企画された。当館にはこのリアルイベントと

して協力できることがないかとの打診が京都府からあって、協議の末、詞古代学協会から寄託されてい

る重要文化財 「大島本源氏物語』（全53巻、第51巻「浮舟」欠）を、同協会の協力を得て、 9期に分け

て全巻公開することとした。この 「大島本源氏物語』は、現存する 『源氏物語』の中では、最も優れ

た写本として知られておリ、当館の開館3周年記念特別展「光源氏と平安貴族」 (1991年）など、さま

ざまな展覧会に部分的に出品されてきたが、こうして全点が連続的に公開されるのは初めてのことであっ
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た。東京など遠隔地からの来館者も少なくなく、好評裡に公開を終えた。

◇「吉川観万コレクジョン」から「朝鮮通信使」展に出品 (4月28日~6月3日）

21世紀の幕開けの年に、学芸第二課の自主企画展として「こころの交流 朝鮮通信使一江戸時代から

21世紀へのメッセージー」展を開催した。その準備の過程で、当館が管理している京都府立総合資料館

所蔵の「吉川観方コレクション」の中に、朝鮮通信使開連の資料2点が含まれていることが、当館の学

芸巨の調査によって知られ、同展で公開された。そのーは『朝鮮国使日録」である。寛永13年 (1636)

の第4回通信使の来日の際に、播州龍野藩の和田宗允が絵図を交えて記録した通信使の大概の、延宝4

年 (1676)の写本である （その翻刻を当館研究紀要「朱雀j第13集に掲載）。 いま一つは、台帳に「琉

球人年賀行列」と表記されていた資料である。末表装でもあったため、これまでほとんど注目されるこ

とがなかったが、当館学芸呉が調査中に神戸市立博物館蔵の「朝鮮人来朝図」や倦人蔵の 「朝鮮通信使

来朝図」などとの図柄の近似に着目し、本展企画委目の辛基秀氏や仲尾宏氏らのご指導を得て、会期半

ばの5月14日から急遠公開したものである。作品名については、東京大学大学院教授のロナルド ・トビ

氏のご敦示で、 「浮絵朝鮮人行列見立」とした。

◇「オ華凄艶、市川雷蔵」開催 (6月9日~8月5日）

本年は、端正な容貌とニヒルなキャラクターで多くの映画ファンを魅了した市川雷蔵の生誕70年であ

リ、また33回忌にも当たる。これを記念して、その出演映画全155作品のポスターを展示し、併せて17

本の映画を上映して （映画上映は、5月3日~7月29日）、 京都が生んだ映画スター・市川雷蔵の軌跡

をたどることにした。 当館では、これまでも映像ホールで市川雷蔵の主演映画を幾度となく上映してき

たが、今回は映画ポスターの展示を中心にすえて、美術・工芸展示室での常設展示の一環として企画し、

市川雷蔵ポスターのコレクター ・粟田宗良氏の協力を1尋て実現した。市川雷蔵映画全作品のポスターの

一挙公開は初めての企画であリ、当館にとっても常設展での映画関係の展示は初めての試みであったが、

大変好評であった。なお、映画上映期間には、 3階の映像ギャラ リーで、 4期に分けて、市川雷蔵のス

チル写真の展示も行った。

2001年度の入館者一覧 （単位：人）

年月
常設展 特別展 計 ギャラリー

総計
有料 無料 計 有料 無料 計 有料 無料 言t 作家 一般 別館 計

2001.4 4,110 1,375 5,485 5,800 8,228 14,028 9,910 9,603 19,513 3,602 4,166 300 8,068 27,581 

5 5,633 1,765 7,398 7,999 8,028 16,027 13,632 9,793 23,425 3,023 2,759 883 6,665 30,090 

6 3,859 1,641 5,500 10,889 4,935 15,824 14,?48 6,570 21,324 3,771 2,721 852 7,344 28,668 

7 3,626 1,744 5,370 14,261 6,529 20,790 17,887 8,273 26,160 3,080 1,005 580 4,665 30,825 

8 3,863 1,438 5,301 3,583 2,915 6,498 7,446 4,353 11,799 2,821 2,058 

゜
4,879 16,678 ， 3,500 960 4,460 1,899 3,419 5,318 5,399 4,379 9,778 6,430 3,370 2,243 12,043 21,821 

10 3,565 1,040 4,605 4,426 3,885 8,311 7,991 4,925 12,916 6,25? 4,377 1,781 12,415 25,331 

11 3,989 1,450 5,439 4,381 2,595 6,976 8,370 4,045 12,415 3,856 12,046 1,529 17,431 29,846 

12 2,559 1,071 3,630 5,689 2,114 ?,803 8,248 3,185 11,433 4,941 3,711 1,134 9,786 21,219 

2002.1 2,176 1,217 3,393 3,520 3,088 6,608 5,696 4,305 10,001 4,632 989 810 6,431 16,432 

2 2,549 1,097 3,646 6,326 3,443 9,769 8,875 4,540 13,415 1,157 3,413 480 5,050 18,465 

3 3,178 1,303 4.481 22,851 9,317 32,168 26,029 10,620 36,649 5,406 5,243 1,476 12,125 48,774 

年度計 42,607 16,101 58,708 91,624 58,496 150,120 134,231 74,597 208,828 48,976 45,858 12,068 106,902 315,730 

1日平均 138 52 190 397 253 650 
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2. 資料の収集•利用

当館の所管資料は、大き＜
一

っに分かれる。ーつを

館資料，もう ーつを管理資料と呼ぷ。館資料は 、 埋蔵

文化財の発掘詢査で出土した考古資料が中心で、他に

若干の絵画資粘や歴史資料など 、 限られた範囲のもの

である。ー方 、 管理資料は 、 京都府立総合資料館所霰

肖料のうち 、 当館が管理をする美術工芸 、 歴史民俗資

料等の文化資罪（博物館肖料）をいう。これらの資料

2-1 資料の収集

(1)受 贈

①管理資料

分野 II作者I 資料名 1点数I 

民貝歴史肖社 とんびほか 87 
民 ·自- 冷蔵犀活か 3
歴史資料 硯笞 1
洋 画 三尾公三 「干醤薇と女」 1
人 形 大林蘇乃 「肯い木の実」ほか 3
人 形 雛人形段飾lJ ―式 1
人 形 縮緬細工 1

五月人形飾リ ー式
民貝染織 祭礼同提灯ほか 38 
民貝歴史肖料 箆台ほか 72 

(2)購 入

種別II分野I 作者 資料名

管理資料II日本画 吉川観方 「円山の夜桜」ほか
版画 蕪崎 彰 「迷彩譜10」ほか

については、当館の設立以来、その収集、管理 、 展示

公開業務を総合資料館から委託されており 、 具体的に

は同館の収蔵庫で管理しながら 、 展示を京都文化博物

館で行うとともに 、 収集•利用等についても、その業

務を当館で行ってきている。

なお 、 2001年度末での菅理資罪は42,754点 、 寄託資

料が343点 、 一時保管肖料が491点であった。

分野 作者 責料名 1 点数 1
歴史資料 布バケツ 2
日本画 山岸純 「天橋立」ほか 2
人 形 有職雛道貝一式
日本画 池庄司淳 「地の崇」

1
1

民 " 自 手提げ袋 1
彫 刻 藪内弘「稚」
人 形 古合雛ほか

1 
5

人 形 前田美代子 「雷神」 1
陶 芸 石皿 8

小計 18 件229点

点数［分野I 作者 I 資料名 1点数
3点 版
2点 版

画
画

吉原 英雄 「くつしたを穿く女」ほか 2点
井田照ー 「Paper and Paper」 1点

版画 木村光佑 「アウト・オプ• タイム ー24」 1点 ／」＼計 5件 9点

(3)寄 託

紐別II分野I件点数1分野I件点数1分野 件点数1分野I件点数1分野If牛点数1 ）」＼計

館資料II日本画 1件 1点 古文営 21件22点
嚢軍遇物 99{牛517点 一般還物 3件？点

管理首料II日本画 6件17点 淘 差 2件98点

2-2 資料の利用

(1)貸 与

①館資料

典 籍
型I

21件233点
複製楼 3件 3点

絵 図
参考資料

民 俗I 3件223点武 六巨

1ワ件 19点 複製模本 1件1点
1(牛1点 I 167件804点
1件4点 シ木九 織1件1点I 13件343点

分野 責料名 点数1 申請者 使用目的（展覧会名）

京都誓頷寺と三河の念仏衆歴史 誓願寺門前図屏風 1点
考古 西賀茂瓦窯跨出土軒瓦ほか 5点
考古 西賀茂瓦窯跡出土軒瓦 2点

安城市歴史博物館
神戸市教育委貝会
吹巴市立博物館

一5-

古代のメイン0 ー ドー山陽道沿線物語
常設展示



考 古 1西賀茂瓦窯跡出土軒瓦

考古フランス18石器

②管理資料

戸 貢料名

8本画ほか 奥田真子「春の気」ほか

8本画 今尾景年「四時花木群虫図」ほか

日本画 三輪晃久 「地創」ほか

日本画 山口華楊 「白包」ほか

日本画 上村松閑 「夕む」

日本画 池大雅「金山」

日本画 三条西実隆條

日本画 小松均「蓮」

日本画 上村松毎 「縞白臨」

日本画 朝鮮通信使行列区l

日本画 上村松臣「壬生狂言」 （京の百蛮）

洋画 須田国太郎「戸外静物」

洋画 由里甲「放烏」ほか

彫刻 星野饒「表層・深庖」

陶芸 石黒宗麿「鉄絵大皿“麦"」ほか

陶芸 森野窟光「大白磁彫文花瓶」ほか

陣芸 七代錦光i..lJ宗兵衛

心:: 負料館1::::の旧石器
言t 5件 20点

戸 申請者 使用目的 （展黄会名）

28点 京都府文化芸術室 京都府庁内展示

4点 華鴇美術館 四条派の最後の画人一

木島桜谷と河合文林

3点 新潟県立近代美術館 日本画の三人

大矢紀三瞬晃久 山崎隆夫展

4点 京都新蘭社 倉敷市立美術館 文化勲章に紺く一京都画堪11人の巨匠達

1点 京都新間社 文化勲章に輝く一京都画i四11人の巨匠達

1点 東京国立博物館 美術の中のこどもたち

1点 池坊短期大学むろまち美術館 香道のせかい展一志野流の展開一

1点 京都国立近代美術館 小松均展

1点 毎日新聞社文化事業局長 上村松箆展

1点 池坊短期大学むろまち美術館 京表具のせかい
1点 京都市美術館 生誕100年上村松臣展

1点 岡島閣美術館 須田国太郎展

3点 由里綾子 由里明回顧展

1点 滋賀県立近代美術館 滋賀の現代作家展 星野暁

3点 京都府教育庁文化財保護課 第30回日本伝統工芸近畿展

26点 大宮町 森野壼光一窯変の神秘ー（府民ギャラリー）

6点 茨城県陶芸美術館 板谷波山と近代の陶芸

「上絵金彩婦人図香炉」ほか

陶芸 九代帯i.lJ与兵衛 1点 京都市生涯学習総合センター 博覧会ものがた（）ー出会いとはばたき一

「色絵金彩唐人図三足香炉」

染織 北村武資「忍冬華文羅着物」 1点 群馬県立近代美術館 人間国宝北村武資ー織の美一

染織 岸本器春刺繍額「連翔」ほか 23点 京都工芸美術作家協会 京都工芸美術作家協会展 21世紀の出発

京都府文化芸術室

染織 吾多川平朗 「若松唐草地 2点 茨城県近代美術館天心記念五 織一絹の美と技一

同風丸文二陪織物小社」ほか 浦分館

染織 麻田脩二「WORKG84」1まか 8点 京都国立近代美術館 京都の工芸1945-2000

東京国立近代美術館

染織 細見華岳「有紋薄物蕃物‘‘陽苑"」 1点 細見華岳 西陣織の殿堂一祀和からの軌跡一

染織 白綸子地几帳文様打掛（寄託資料） 1点 大阪歴史博物館 よみがえる小袖一明日につなく箪

"職人集団染技連"の仕事一

吾 日比野五回 「もみぢ」 1点 朝日新蘭社文化企画局 かな番の巨匠 日比野五旦展

民具 立雛蒔絵菫箱 1点 特別展「みしま」実行委員会 みしま一三峨暦から三島茶碗ヘー

風俗 菊燈台 2点 大山崎町歴史資料館 えごまを求めて

風俗（図昌） 朝鮮国使日録 1点 福岡県立美術館 こころの交流朝鮮遅信使

歴史貰料 坂本寵馬困状ほか 2点 下関市立長府博物館 三吉慎閤と坂本龍馬

計 29件 130点

(2)その他

種別 撮影 観覧 寄託資料一時持ち出し

分野 資料名 点数 申請者 使用目的 計

館資料 4件 5点 2件 18点 考古 土偶ほか 2点 古代学協会 研究

考古 埴輪ほか 356点 古代学協会 研究 2件358点

管理貰料 38件 71点 11件 49点 民俗 祇圏祭放下鉾責料 3点 放下鉾保存会 展示

民俗 繋馬図絵馬 1点 子守神社 展示

民俗 鞍馬尖祭資料 4点 鞍馬火祭保存会 祭礼 3件 8点
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3. 展示活動

3-1 常設展示

(1)歴史展示

歴史の常設展示は、大きく二つの郎分に分けられる。

一つは京都の町の歴史の概観的な展示で、平安京以前

の京都盆地の姿を示すプロローグに始まり、平安京の

誕生から明治・大正までを四つのテーマに分けて展開

する。

いま一つは、ある時間的な幅のなかでは位置づける

ことのできない文化事象から、町衆によって育まれて

きた京都文化を代表する四つのテーマを選んで展示す

る集中展示であリ、あわせてそれらが経リ広げられた

場としての京都を絵画資料に見るものである。

この歴史の常設展示は、模型や映像 ・図表を中心に

説明的に展開することを原則としているため、実物資

料が大変少ない展示となっておリ、時折不満の声も闇

かれた。その欠を補うという意図もあって、歴史の展

示室の北端に展示ケースを新設し、本年度から新たに

「特別陳列コーナー」を設けることにした。ここでは、

一定のテーマを設けて主として館蔵資料や寄託資料の

中から選んで展示していく予定である。

「特別陳列コーナー」の設謳に伴い、スペースの都

合上、 「国際都市京都」のコーナーと「歴史情報サー

ビス」とは廃止した。それ以外の展示は基本的には大

きな変化は無いので、ここでは展示替えに関するデー

タのみを記す。概観展示ならびに集中展示の詳細につ

いては 「京都文化博物館10年のあゆみ』 (1999年）を

参照されたい。

①特別陳列コーナー

◇インターネッ ト博覧会京都府バピリオン「源氏物語」

協賛《重要文化財『大島本源氏物語』特別公開》

②展示替え（概観展示 ・集中展示）

展示テーマl展示項L
武者の世に 京に集う 茶器 （協力 ：門脇氏）

資料名

京洛四季 只の商い 看板・暖簾 岱盤箱 ・一斗桝・天秤

概 要 ：平成12年末から全国展開された 「インター

ネット博覧会」に参加した京都府のホーム

ページ「源氏物語）ゞビリオン」に協賛して、

当館に寄託されている財）古代学協会所畷の

重要文化財 「大島本源氏物語」全53巻すべ

てを、 9期に分けて公廃した。

期問 ：2001年4月10日~12月16日

作 品 ：大島本源氏物語 （重要文化財）・紫式部日

記絵巻断簡・立花本源氏物語 ・源氏物語新

釈 （賀茂真淵）

◇考古資料でだどる博物館周辺の歴史

（京都の考古学シリーズ①）

概 要：京都文化博物館を含むー画は、平安京の左

京三条四坊四町にあたり、平安時代には後

白河法皇の皇子 以仁王の邸宅 ・高倉宮の

地であリ、中世から近世には尼五山の一つ

の通玄寺塁華院があった。明治以降は赤レ

ンガの郵便局や日本銀行が建てられ、京都

の金融街として賑わった。 5度にわたるこ

の一画の発掘調査の成果をもとに、その歴

史をたどった。

期間： 2001年12月18日~2002年6月2日

作 品：「三条通を歩く人」 （画・佐々木和子・三橋

節子）、縄文特代の土器 ・石器土偶、弥生

峙代の土器 ・石器、平安時代の馬頭骨 （高

倉小路側溝出土）、瓦類、緑釉陶器、中国

白磁•青磁

ね鉢、かんざし、泥面子、伏見人形、元文

小判など。

戸 展示期麿

随時

(*) 5点 2001. 4 17~2001 10 14 

看板 (2点）・売薬手提箱 ・五合桝・ 一升桝・糸秤 (*) 6点 200110.16~2002. 4.14 

古都飛翔 明治の洋食器 染付草花棧様蓋付スープ鉢染付草花模様IJ¥水差 染付草花揆様砂糖入・ 6点 2001. 4.17~2001 7. 8 
染付草花楼様台付盛皿 （以上、幹山伝七作）／染付匹季花井模様スープ皿
（三代渭水六兵衛作）／染付草花楼様紅茶碗 （三代清風与平作） (*) 

染付草花模様ソース鉢 （和気亀亭作）／染付草花揆様蓋付肉皿・染付草花 7点 2001 7.10~2001.10.14 
模様蓋付鉢 ・染付草花模様スープ皿 (2点）・染付草花棧様小判形皿 （以
上、幹山伝七作）／染付草花楼様蓋付平鉢 （三代渭風与平作） （＊） 

染付草花楼様紐茶碗 (2点）（三代渭風与平作）／染付草花模様蓋付スープ 12点 2001.1016~2002. 1.20 
鉢・染付草花模様小水差 染付草花模様台付盛皿 （以上、幹山伝七作）／
染付草花模様皿 (2点）（四代高橋道八作）／染付ブドウ酒呑 (5点）（和
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気屯亭作） （＊） 

染付草花楼様砂糖入 染付草花模様小判形皿・染付草花楼様台付皿（以上、 7点 2002. 1.22~2002. 4.14 
幹山伝七作）／染付草花揆様ソース鉢（和気亀亭作）／染付草花模様蓋付平

鉢 （三代渭風与平作）／染付四季花斉模様肉皿 (2点）（三代清水六兵衛作）
(*) 

集中展ホ 宗家の地 和歌の家一冷泉家七夕色紙藤原氏系図・角盟 (**/*) 3点 2001. 6.12~2001 916 
琵琶の家一楽琵琶・源氏物語絵巻 （複製） （＊／＊＊） 2点 2001. 918~200112.16 

関係写本 (3件） (*) 6点 200112.18~2002 3.17 
藤原氏系図 角盟 （＊＊／＊） 3点 2002. 3.19~2002. 6.16 

能と狂己 福の神・犬 （協力 茂山家） 3点 2001 6.12~2001. 9.16 
孝弔天皇拝領扇子 胴箔秋草文様腰帯・白地立涌五七桐文様輩帯・朱地糸 4点 2001. 9.18~20011216 
巻文様髯帯 （協力 金剛家）

狂言面一贄徳福の神 ・乙（協力 ．茂山家） 3点 2001.12.18~2002. 3.17 
中啓 （桜文様毬扇）・胴箔枝垂桜文様菫帯 ・赤地苺文様巽帯・白地LIJ吹文 5点 2002. 3.19~2002 6 16 
様腰帯 ・納戸地藤文様腰帯 （協力’金剛家）

匠の世界
鋳金貝一銑金具関係道具類および与真 パネル （協力，（樹磯村オ治郎商 ー式 200↑ 612~2002. 2.17 
店）

伝統建築ー多宝塔部分実大楼型・写真函面パネル （協力伸和建設（掬） ー式 2002. 2 19~2002.10.20 
只のまつリ 祇園祭長刀鉾楼型 (* *) 1点 2001. 6.12~2001. 9.16 

久多花笠祭花笠 (*) 1点 2001. 9.18~2001.12.16 
祇園祭月鉾楼型 （大） (**) 1点 2001.12.18~2002 3.17 
祇園祭月鉾模型 （小） (*) 1点 2002. 3.19~2002 6 16 

※ ( )内の＊印の白料は京都府立総合自料館蔵 （京都府京都文化博物館管理）、＊＊印の白料は当館高

(2)美術・工芸展示

◇市川雷蔵映画ポスター展《才華凄艶、市川雷蔵》

像ホールで上映概 要 ：市）II雷蔵出演全映画155作品のポスターを

はじめて一堂に公開するとともに、京型府

フィルムライプラリーから17本の映画を映

期間:2001年6月9日~8月5日

作 品 ：市川雷蔵映画ポスター155点

t¥lo 題 名 1封切年 1 製作 1 監督 No. 1 題 名 ［封切年 1 製作 I 監苔

1 花の白虎隊 1954 大映京都 83坂勝彦 25 続花頭巾 大映京都 田坂勝彦

2 銭形平次捕物控幽霊大名 大映京都 弘津三男 26 あばれ鳶 大映京都 森 一生

3 千姫 大映京都 木村恵吾 27 縫笠権八 大映京都 三隅研次

4 歌ごよみ お夏渭十郎 新東宝 冬島泰三 28 スタジオはてんやわんや 1957 大映東京 浜野信彦
5 潮来出島 美男剣法 大映京都 安田公毅 29 大阪物語 大映京都 吉村公三郎

6 次男坊胆 1955 大映京都 弘津三男 30 朱雀門 大映京都 木示木 一生

7 次男坊判官 大映京都 加戸 敏 31 源氏物語浮舟 大映京都 衣笠貞之助

8 鬼斬リ若様 大映京都 安田公蒻 32 二十九人の喧嘩状 大映京都 安田公競， 益薇いくたびか 大映東京 衣笠貞之助 33 弥太郎笠 大映京都 森 一生

10 踊l）子行状記 大映京都 安田公義 34 万五郎天狗 大映京都 木示 一生

11 綱渡リ見世物侍 大映京都 加戸 敏 35 稲妻街道 大映京都 ホ示 一生

12 新平家物語 大映京都 溝□健二 36 嗚門秘帖 大映京都 衣笠貞之助

13 いろは晦子 大映京都 加戸 敏 37 鬼火駕範 大映京都 弘津三男

14 怪盗と判官 大映京都 加戸 敏 38 桃太郎侍 大映京都 三隅研次

15 花の渡り烏 1956 大映京都 田坂勝彦 39 月姫系図 1958 大映京都 渡辺 実

16 又四郎喧嘩旅 大映京都 田坂勝彦 40 遊侠五人男 大映京都 加戸 敏

17 柳生速也斎秘伝月影抄 大映京都 田坂勝彦 41 花太郎呪文 大映京都 安田公競

18 浅太郎漿 大映京都 三隅研次 42 忠臣蔵 大映京都 渡辺邦男

19 喧嘩鴛鳶 大映京都 田坂勝彦 43 旅は気まぐれ風まかせ 大映京都 田坂勝彦

20 花の兄弟 大映京都 三隅 研次 44 命を賭ける男 大映京都 加戸 敏

21 花頭巾 大映京都 E13坂勝彦 45 七番目の密使 大映京都 木示 一生

22 銭形平次捕物控人肌蜘蛛 大映京都 森 一生 46 女狐風呂 大映京都 安田公蔑

23 弥次喜多道中 大映京都 斎藤寅次郎 47 人肌孔雀 大映京都 和示 一生

24 月形半平太花の巻・嵐の巻 大映東京 衣笠貞之助 48 炎J:. 大映京都 市川 箆
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49 日蓮と蒙古大襲来 大映京都 渡辺邦男 103 新選組始末記 1963 大映京都 三隅研次

50 濡れ髪剣法 大映京都 加戸 敏 104 雪之丞変化 大映京都 市川 箆

51 伊賀の水月 大映京都 渡辺邦男 105 影を斬る 大映京都 池広 一夫

52 弁天1」11曽 大映京都 伊藤大輔 106 第三の影武者 大映京都 井上梅次

53 人肌牡丹 1959 大映京都 木示 一生 107 手討 大映京都 田中徳三

54 遊太郎巷談 大映京都 田坂勝彦 108 てんやわんや次郎長道中 大映京都 木ポ 一生

55 蛇姫様 大映京都 渡辺邦男 109 続忍びの者 大映京都 山本薩夫

56 若き日の倍長 大映京都 林木 一生 110 妖僭 大映京都 衣笠貞之助

57 お嬢吉三 大映京都 田中徳三 111 眠狂四郎殺法帖 大映京都 田中徳三

58 山田長政 王者の剣 大映京都 加戸 敏 112 新忍びの者 大映京都 森 一生

59 千羽餞秘帖 大映京都 三隅研次 113 眠狂四郎勝負 1964 大映京都 三隅研次

60 次郎長宮士 大映京都 森 一生 114 剣 大映京都 三隅研次

61 ジャン有馬の襲酪 大映京都 伊藤大輔 115 昨日消えた男 大映京都 木示 一生

62 濡れ髪三度笠 大映京都 田中徳三 116 囲狂四郎円月斬リ 大映京都 安田公蓑

63 かげろう絵國 大映京都 衣笠貞之助 117 忍びの者霧隠才閤 大映京都 田中徳三

64 薄桜記 大映京都 林示 一生 118 無宿者 大映京都 三隅研次

65 浮かれ三度笠 大映京都 田中徳三 119 据狂四郎女妖剣 大映京都 池広 一夫

66 初春狸御殿 大映京都 木村恵吾 120 博徒ざむらい 大映京都 杯示 一生

67 二人の武霰 1960 大映京都 渡辺邦男 121 忍びの者続霧隠才蔵 大映京都 池広一夫

68 濡れ製喧嘩旅 大映京都 杯ポ 一生 122 眠狂四郎炎情剣 1965 大映京都 三隅研次

69 ぽんち 大映京都 市川 罠 123 赤い手襄剣 大映京都 田中徳三

70 大江山酒天童子 大映京都 E13中徳三 124 若親分 大映京都 池広一夫

71 歌行燈 大映京都 衣笠貞之助 125 眠狂四郎魔性剣 大映京都 安田公義

72 続次郎長富士 大映京都 木示 一生 126 忍びの者伊賀屋敷 大映京都 林フ 一生

?3 切られ与三郎 大映京都 伊藤大輔 127 若親分出獄 大映京都 池広 一夫

74 安珍と清姫 大映京都 島 耕二 128 新鞍馬天狗 大映京都 安田公袈

75 大菩薩峠 大映京都 三隅研次 129 剣鬼 大映京都 三隅研次

76 忠直卿行状記 大映京都 森示 一生 130 新・鞍馬天狗五條坂の決闘 大映京都 黒田競之

77 大菩薩峠竜神の巻 大映京都 三隅研次 131 若親分喧嘩状 1966 大映京都 池広一夫

78 花くらべ狸道中 1961 大映京都 田中徳三 132 忍びの者新霧隠才蔵 大映京都 杯示 一生

79 濡れ製牡丹 大映京都 田中徳三 133 眠狂四郎多情剣 大映京都 井上 昭

80 好色―代男 大映京都 増村保造 134 若親分乗り込む 大映京都 井上 吃

81 おけさ0貝えば 大映京都 木フ木 一生 135 陸軍中野学校 大映東京 増村保造

82 大吾薩峠完結踊 大映京都 ""' 示 一生 136 大殺陣雄呂血 大映京都 E13中徳三

83 沓掛時次郎 大映京都 池広 一夫 137 若親分あばれ飛甲 大映東京 田中 重雄

84 水戸黄門海を渡る 大映京都 渡辺邦男 138 陸軍中野学校 雲一号指令 大映京都 林示 一生

85 鯉名の銀平 大映京都 田中徳三 139 眠狂四郎無頼剣 大映京都 三隅研次

86 新源氏物語 大映京都 木禾 一生 140 新善忍びの者 大映京都 池広一夫

87 釈迦 大映京都 三隅研次 141 陸軍中野学校竜三号指令 1967 大映京都 田中徳三

88 かげろう侍 大映京都 池広 一夫 142 若親分を消せ 大映京都 中西忠三

89 花の兄弟 大映京都 池広 一夫 143 ある殺し屋 大映京都 木示木 一生

90 女と三悪人 1962 大映京都 井上梅次 144 陸軍中野学校密命 大映京都 井上 昭

91 婦系図 大映京都 三隅研次 145 眠狂四郎無頼控魔性の肌 大映京都 池広 一夫

92 破戒 大映京都 市川 罠 146 若親分兇状旅 大映京都 枯示 一生

93 仲良し音頭日本一だよ 大映東京 井上芳夫 147 華岡膏洲の妻 大映京都 増村保造

94 中山七里 大映京都 池広 一夫 148 ある殺し屋の鍵 大映京都 木木木 一生

95 斬る 大映京都 三隅研次 149 若親分千両肌 大映京都 池広 一夫

96 江戸へ百七十里 大映京都 木フ 一生 150 眠狂四郎女地獄 1968 大映京都 田中徳三

97 長脇差忠臣蔵 大映京都 渡辺邦男 151 陸軍中野学校開戟前夜 大映京都 井上 胞

98 剣に賭ける 大映京都 田中徳三 152 ひとり狼 大映京都 池広 一夫

99 殺陣師段平 大映京都 瑞穂春海 153 眠狂四郎人肌蜘蛛 大映京都 安田公競

100 秦・始皇帝 大映東京 田中重雄 154 眠狂四郎悪女狩[） 1969 大映京都 池広 一夫

101 忍びの者 大映京都 山本薩夫 155 博徒一代血祭り不動 大映京都 安EB 公競

102 陽気な殿様 大映京都 木禾木 一生
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▽併催京都の美術・工芸展《魏逸の陶彫高山泰造展》

概 要：京都府所蔵の高山泰造作品の中から選りす

ぐリ展示

作品名 1 制作年 1 作品名 I 制作年

期間： 2001年 6月9日~8月5日

作品 ：陶彫44点

作 品名 ［問在生| 作品名 I 制作年
鉄道工夫 大正7年 捨身供蓑 祀和48年 観世音静坐 昭和40年 第硯童子 昭和50年代前半
陶工 大正7年 虎と子羊 昭和48年 主人 昭和42年 虎に乗る女神 昭和52年頃
チェス 大正7年 小原圧助角皿 昭和50年代前半 鶏 昭和42年 羊 祀和53年
母子牛 昭和9年 猪図角皿 昭和50年代前半 犬 詔和44年 信楽鯰瑾壺 昭和53年
カンガルー 昭和13年 松図角皿 昭和50年代前半 鼠と卵 昭和45年 獅子 昭和55年
猫 昭和13年 田之神図角皿 昭和50年代前半 不動明王 昭和45年 烏地閤 昭和55年
猫楽炉蓋 昭和15年 虎渓三笑 昭和50年代前半 摩耶夫人 胞和46年 地蔵皿 沼和55年
フラミンゴ 昭和15年 寿老 陀和50年代前半 いっちん兎図角皿 昭和47年 六地蔵 昭和55年
二匹犬 昭和32年 頷硯童子 陀和50年代前半 兎 祀和47年 御輿 昭和55年頃
鬼子母神 陀和39年 箱硯童子 昭和52年頃 虎 吃和48年 恵比須 昭和56年
寒山拾得 祀和39年 弁才天 陀和52年頃 虎 吃和48年 最後の晩餐 昭和57年
※ 作品はすべて京都府立総合資料館蔵 （京都府京都文化博物館管理）

◇京都の美術・工芸展《“連なり”の景色一連続と集合一》

概 要：京都府所蔵品から連続や列など連なるイメー

ジの作品を紹介

作岳：日本画25点、 洋画8点、版画1点、染織15

点、陶芸20点、観金1点

期間： 2001年8月7日~10月148

分野| 作品名 作 者 制作年 備考 1展示期間
日本画 京洛三十穴家画帖 諸家 文政元年 吉川観方コレクション 全期

日本画 競川の夕立 宇田荻屯B 屹和29年 全期

日本画 弔けゆく比良 金忌桂華 昭和46年 全期

日本画 さい果て 西山英雄 昭和46年 全期

日本画 沢渡 正井和行 昭和47年 全期

日本画 あお麦 重岡良子 昭和52年 全期

日本画 焼仏 浅野公造 昭和53年 全期

日本画 浬 扇 敏之 昭和53年 全期

日本画 赤碕村2 西久松吉雄 詑和54年 全期

日本画 笞れなずむ蘇州 堂本元次 昭和56年 全期

日本画 化野念佛寺 川端健生 妃和61年 全期

日本画 金魚 磯部茂樹 平成6年 全期

日本画 家族 入江酉一郎 平成6年 全期

日本画 求餌図 大沼憲吃 平成6年 全期

日本画 彼岸の華 多留裕二 平成6年 全期

日本画 猿橋 西野陽一 平成6年 全期

日本画 熱砂を行く 山崎忠8月 平成6年 全期

日本画 稲荷山 渡辺武裔 吃和61年 全期

日本画 本朝画家肖像 岡本春輝 弔治18年 吉川観方コレクション 前期

日本画 十ニヶ月花鮒図押絵貼屏風 諸家 享和元年 吉川観方コレクション 後期

日本画 百老仙図 塔川文麟 安政元年 後期

日本画 群魚函 幸野楳嶺 明治4年 吉川観方コレクション 後期

日本画 四時花木群器図 今尾娯年 明治18年 今尾察祥氏寄附 後期

日本画 緊女 榊原文翠 明治時代前期 吉川観方コレクション 後期

洋画 夏の子No2 小牧源太郎 陀和26年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 稲荷山 需藤真成 祀和34年 大橋律子氏寄附 全期

洋 画 収穫讃歌 芝El3 米三 昭和48年 全期

洋画 二つの箱 三尾公：：：：： 吃和48年 全期

洋画 無題 (A) 小西典夫 吃和52年 全期

洋 画 鏡の中の少女たち 津田周平 吃和53年 津田トシ氏寄附 全期

洋画 The Doors 伴渭一郎 昭和56年 全期
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洋画 Turbulent Flow 松山和夫 昭和60年 全期

版画 ASPARAGUS PARADISE 山本容子 昭和52年 全期

染織 染色型紙数種 弔治～昭和初期 全期

染織 型友禅下絵数種 甲治～大正時代 全期

染織 樹海 春日井秀大 昭和39年 前期

染織 友禅訪閤署流文 羽田登喜男 吃和46年 前期

染織 松影 加藤正二郎 昭和53年 前期

染織 i曽侶シリーズ31曽堂座禅 中堂 憲一 昭和55年 前期

染織 偕侶シリーズ5 法要 中堂憲一 昭和55年 前期

染織 紫縮緬地網干湊取千烏模様小袖 江戸時代後期 後期

染織 紀地枝垂柳楼様小袖 江戸時代後期 吉川観方コレクション 後期

染織 鼠羽二重地盆栽盛花模様友禅染振袖 弔治時代前期 吉川観方コレクション 後期

染織 友禅訪問薯光と影 森口 華弘 吃和36年 後期

染織 ベナレスの月 皆川泰蔵 昭和44年 後期

染織 渓の春 加藤正二郎 叱和57年 後期

染織 僭侶シリーズ4 勤行 中堂憲一 昭和55年 後期

染織 僧侶シリーズ？ 托鉢 中堂憲一 陀和55年 後期

陶芸 色絵縞文碗 江戸特代後期 全期

陶芸 猪□向付 江戸時代後期 全期

陶芸 乾山写銹絵染付水注 永楽和全 明治峙代 全期

陶芸 色絵七宝水差 五代清水六兵衛 大正8年 福井駕子氏寄附 全期

陶芸 色絵燕文花瓶 穴代清水六兵衛 吃和5年 服部満稚子氏寄附 全期

陶芸 赤楽群蒻茶碗 五代清水穴兵衛 吃和26年 函郎満稚子氏寄附 全期

陶芸 朝空 楠部涸弐 昭和26年 大澤素子氏寄附 全期

陶芸 幾何学文赤絵蓋物 河合卯之助 昭和27~28年 河合紀氏寄附 全期

陶芸 水甲釉花刻花瓶 伊東翠壺 昭和20年代後半 伊東慶氏寄附 全期

陶芸 彩釉象嵌壺 伊東翠壺 把和30年頃 伊東慶氏寄附 全期

陶芸 赫斑幼花瓶 六代清水穴兵衛 昭和36年 服郎満稚子氏寄附 全期

陶芸 蕨釉‘‘力"花瓶 楠部涸弐 吃和38年 全期

陶芸 玄窯宇津花瓶 六代渭水六兵衛 吃和40年 服部満稚子氏寄附 全期

陶芸 暦日 熊倉順吉 吃和40年 全期

淘芸 魚 楠部 3爾⇒ 昭和42年 大澤素子氏寄附 全期

陶芸 玄窯丸紋花瓶 六代清水六兵衛 吃和45年 清六陶苑寄附 全期

陶芸 白磁花瓶 井上治男 蛇和46年 全期

晦芸 碧音釉新芽文花瓶 小山喜平 昭和48年 全期

陶芸 粉華壺 近藤 豊 祀和52年 全期

陶芸 條苑 小林英夫 陀和58年 全期

載金 戟金波頭文飾筈 斎田 梅亭 祀和42年 全期

※ 展示期間前期 :8月7日~9月2日、後期:9月4日~10月14日
※ 出品作品はすべて京都府立総合資料館蔵 （京都府京都文化博物館管理）

◇京都の美術 ・工芸展《物語の小径ー文学にもとづく作品を集めて一》

概要：京都府所蔵品から文学と美術の関係を示す 袖にみる物語の謎解き／第5部一江戸時代

作品を展示

期 間： 2001年10月16日~12月2日

構成 ：第1部一新聞小説挿絵／第2部一現代作家

による物語の表現／第3郁ー近世 ・近代に

おけるさまざまな文学の表現／第4郁―l」¥

邪 □玉丁 作品名

第 1部 日本画 司馬遼太郎作 r播磨灘物語j挿絵原画
第2部洋画荒野を走る

洋 画 ドンキホーテの祈り

日本画 道成寺

作者

西山 英雄

安田 謙

安田 謙

勝田 哲
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の新しい絵巻／第6部一立体造形に息づく

文学

作品：日本画20点、洋画2点、彫刻3点、染織7

点、人形5点、金工2点

制作年

昭和48~50年
昭和48年

吃和55年
昭和41年

備考 門竺鳳
し

全期

全期

全期

全期



日本画 伊曽保数語 堂本印象 大正10年 ＊ 全期

8本画 普陀山巻 堂本印象 大正11年 ＊ 全期

日本画 公子行絵巻 堂本印象 大正14年 ＊ 全期

日本画 かぐや姫誕生 樋口冨麻呂 吃和30年 全期

染織 陰陽師 藤野靖子 平成5年 全期

日本画 磁 （能） 堀井香波 昭和61年 全期

第3祁 日本画 安宅関之図 今尾景年 明治19年 今尾撰祥氏寄附 全期

日本画 蘭亭曲水之図 月倦 江戸時代後期 吉川観方ニレクション 全期

日本画 魯秋潔潟図 幸野楳嶺 明治18年 中潤太郎氏寄附 全期

日本画 雪中常磐図 塩川文麟 明治時代 吉）II観方コレクション 全期

日本画 八岐大蛇退治図 鈴木松年 弔治4年 吉）II観方コレクション 全期

日本画 三十六歌仙画帖 田能村直入 明治20年 田能村こま氏他寄附 全期

日本画 定家詠十ニヶ月花烏図屏風 土佐光貞 江戸時代中期 池垣岩夫氏寄附 全期

巳本画 風雪三顧図 中島来章 江戸時代後期 吉川観方コレクション 全期

日本画 源氏物語 （若菜上） 西川祐信 江戸時代中期 吉川観方コレクション 全期

巳本画 足柄山 祁田丹陵 弔治時代 吉川観方コレクション 全期

日本画 穴玉川図 奥 文嗚 江戸時代後期 吉川観方コレクション 全期

日本画 伊賀局と天狗 渡辺省亭 明治33年 吉川観方コレクション 全期

第4部 染織 鼠縮緬地御所解模様小袖 江p時代後期 前期

染織 水浅葱縮緬地御所解模様小袖 江戸時代後期 前期

染織 水浅葱縮緬地御所解模様小袖 江戸時代後期 後期

染織 藍紀地御所解楼様単衣 江戸時代後期 吉川観方コレクション 前期

染織 紫縮緬地雲取源氏物語模様振袖 明治時代 吉川観方コレクション 後期

染織 鼠縮緬地御所解楼様小袖 江戸時代後期 吉川観方コレクション 後期

第5部 日本画 七難図巻 八83 古秀 江戸時代後期 吉川観方コレクション 全期

第6部 人形 閲陵王 大木平蔵製 祀和35年頃 高須春枝氏寄附 全期

人形 伊須気余理比密 平中歳子 昭和43年 全期

人形 茜雲 大林蘇乃 吃和40年 山崎三千子氏寄附 全期

人形 右方楽人 林 駒夫 平成10年 全期

人形 浮世の又平 淫島秀子 昭和50年頃 全期

金工 仔狐装い 加藤宗巌 昭和57年 全期

金工 賊姫 加藤宗蔽 吃和54年 全期

彫刻 すわる 笹山幸徳 昭和43年 全期

彫刻 コスチームの娘 柴田駕男 咆和45年 全期

彫 刻 待ったのに 宮瀬宮之 昭和43年 全期

※ ＊印の作品は、京都府立堂本印象美術館蔵、その他は京都府立総合臼料館蔵 （京都府京都文化博物館管理）

前期 :10月16巳~11月4日、後期 :11月6日~12月2日

◇京都の美術・工芸展《京都府所蔵絵画コレクジョン撰

概要：京都府所閣品から絵画のまとまった作品群 作品．日本画ー池大雅14点、三谷十糸子10点、三

を選んで展示 橋節子6点、洋画一向井潤吉22点、 小牧源

期間： 2001年12月4日~2002年2月3日 太郎15点、西川純25点

分野 1 作品名 1 作者 1 制作年 1 備考 1展示期間

洋 画 奥多摩春只 向井潤吉 沼和38年 東京都宵梅市沢井 全期

洋画 残雪の村 向井 潤吉 昭和38年 長野県白馬村南神城 全期

洋画 またぎの家 向井潤吉 昭和38年 秋田県阿仁町根子 全期

洋画 風と砂の道 向井潤吉 沼和39年 青森県市浦村十三 全期

洋画 中仙道番場宿 向井潤吉 咆和39年 滋賀県米原町番場 全期

洋画 八ヶ岳快騰 向井潤吉 昭和39年 山梨県Jj¥淵沢町 全期

洋画 草土の家 向井潤吉 昭和41年 岩手県一戸町姉帯 全期

洋画 岩倉残秋 向井潤吉 吃和42年 京都市左京区岩倉 全期

洋画 段丘と湖 向井潤吉 吃和42年 滋賀県大津市上仰木 全期
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洋画 簸川平野の家 向井潤吉 昭和42年 島根県斐川町 全期

洋 画 芽ぶく山郷 向井潤吉 吃和42年 山形県朝日町上郷 全期

洋画 根来寺界隈 向井潤吉 屹和43年 和歌山県岩出町根来 全期

洋画 山河春雪 向井濶吉 吃和44年 京都府京北11lJ大野 全期

洋画 下山雪後 向井潤吉 昭和44年 京都府丹波町下LlJ 全期

洋画 春雪のあと 向井潤吉 昭和44年 埼玉県坂戸市花影町 全期

洋 画 筑後柳川の春 向井潤吉 昭和44年 福岡県柳川市 全期

洋画 知覧の襄小路 向井潤吉 昭和44年 鹿児息県知屁町 全期

洋画 西ノ京池畔 向井濶吉 吃和44年 奈良市西ノ京 全期

洋画 洛北臼雪 向井潤吉 招和45年 京都市左京区大原 全期

洋画 白竃寺の辻 向井潤吉 祀和46年 奈良市白奄寺町 全期

洋 画 氷雨の大内宿 向井潤吉 昭和46年 福島県下郷村大内 全期

洋画 丹波路好秋 向井濶吉 屹和48年 京都府丹波町下山 全期

洋画 夏の子No1 小牧源太郎 昭和26年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 夏の子f¥b2 小牧源太郎 昭和26年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 飛行 小牧源太郎 祀和27年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 烏 小牧源太郎 昭和27年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 ひな 小牧源太郎 胞和29年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 エスピリト・サント 小牧源太郎 昭和34年 小牧ますの氏寄的 全期

洋画 また逢う日まで 小牧源太郎 祀和35年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 印相婆藪 小牧源太郎 祀和40年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 蛋観t¥b10 小牧源太郎 陀和45年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 春蕩No2 小牧源太郎 紹和54年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 景観80N:i5 小牧源太郎 昭和55年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 八ツ目に非ず遠目 小牧源太郎 昭和56年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 パット 4 パルマNo6 小牧源太郎 吃和58年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 飛行 小牧源太郎 咆和62年 小牧ますの氏寄附 全期

洋画 ラブ・ラブ ミィ ミィ 小牧源太郎 平成元年 小牧ますの氏寄附 全期

日本画 霧店 三谷十糸子 昭和4年 三谷育子氏寄附 前期

日本画 おとめたち 三谷十糸子 吃和6年 三谷肯子氏寄附 前期

日本画 女 三谷十糸子 昭和9年 三谷膏子氏寄附 前期

日本画 猫と娘 三谷十糸子 吃和22年 三谷晋子氏寄附 前期

日本画 女人 三谷十糸子 吃和33年 三谷音子氏寄附 前期

日本画 霧の夜 三谷十糸子 昭和39年 三谷肯子氏寄附 前期

日本画 春浅く 三谷十糸子 紹和58年 三谷膏子氏寄附 前期

日本画 花曇り 三谷＋糸子 昭和59年 三谷育子氏寄附 前期

日本画 ひなかざリ 三谷十糸子 紹和61年 「京の四季」シリーズから 前期

日本画 想 三谷＋糸子 平成元年 三谷育子氏寄附 前期

日本画 野草 三橋節子 昭和42年 前期

日本画 とわの土 三橋節子 昭和44年 前期

日本画 襄山の収穫 三橋節子 昭和46年 前期

日本画 湖の伝説 三橋節子 吃和47年 前期

日本画 陶器登り窯 三橋節子 昭和48年 「京の百菜」シリーズから 前期

日本画 湖の伝説 （余呉の天女） 三橋節子 吃和49年 前期

昏 金山 池 大雅 享保10年 後期

善 獨楽園之記 池 大雅 享保19年 後期

魯 考工記図解 池 大雅 延享2年 後期

日本画 高士訪隠図屏風 池 大雅 冗延3年 後期

日本画 梅花月図（指頭画） 池 大雅 江戸時代中期 後期

日本画 池 大雅 江戸時代中期 後期

巳本画 屈梅図 池 大雅 江戸峙代中期 後期

日本画 慈石図 池 大雅 江戸峙代中期 後期

巳本画 伍竹図 池 大雅 江戸時代中期 後期

日本画 風竹図 池 大雅 江戸時代中期 後期

巳本画 寿老人図 池 大雅 江戸時代中期 後期
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日本画 ゑびす図 池 大雅 江戸時代中期 後期

8本画 老松鶴図 池 大雅 江戸時代中期 後期

日本画 ー冨士二鷹三茄子区］ 池 大雅 江戸時代中期 後期

書 呆堂之渇 呆堂元没 享保14年 後期

洋画 京の家々集 (300点の内25点） 西川 純 昭和30年代 全期

※ 出品作品はすべて京都府立総合資料館蔵（京都府京都文化博物館管理）

前期： 12月4日~1月6日、後期:1月8日~2月3日

◇京都の美術・工芸展《雛人形と御所人形ーちいさきものへの愛情一》

概要 ：桃の節句にちなんで京都府所蔵の人形作品 期間： 2002年2月16日~3月24日

から展示 作品：日本画6点、人形41点

分野 l 資料名 ］ 制作者 年代 備考

人形 天児（あまがつ） 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 這子（ほうこ） 江戸時代後期

人形 立雛 江戸時代中期 吉川観方コレクション

人形 立雛 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 立雛 江戸時代後期 吉川観方コンクション

人形 立雛 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 立雛 江戸時代後期 堂本元次氏寄附

人形 立雛 甲治時代初期 堂本元次氏寄附

人形 元禄雛 江戸時代中期 吉川観方コレクション

人形 元禄雛 江戸時代中期 吉川観方コレクション

人形 享保雛 江戸時代中期 吉川観方コレクション

人形 享保雛 江戸時代中期

人形 次郎左衛門雛 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 有職雛（小直衣） 江戸時代末期 吉川親方コレクション

人形 有職雛（直衣） 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 有職雛 （小直衣） 江戸時代末期 吉川観方コレクション

人形 古今雛 江戸時代末期 吉川観方コレクション

人形 古今雛 江戸時代末期 吉川観方コレクション

人形 掏器雛 明治時代末期 伊藤陀子氏寄俯

人形 有職雛道具 昭和時代初期 奥村寓亀子氏寄附

人形 御所人形朗釣り 江戸時代末期

人形 御所人形立稚児 江戸時代末期 堂本元次氏寄附

人形 御所人形立稚児 明治時代末期 堂本元次氏寄附

人形 御所人形犬 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 御所人形 びんぷく 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 御所人形おふく 明治時代初期 吉川観方コレクション

人形 御所人形宝袋持ち 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 御所人形花車曳き 江戸時代後期 吉川観方コレクション

人形 御所人形馬曳き 江戸時代末期

人形 御所人形 廊子頭持ち 江戸時代末期

人形 御所人形這子（水引手） 江戸時代末期 堂本元次氏寄附

人形 御所人形 宝箱持ち（水引手） 江戸時代末期 堂本元次氏寄附

人形 御所人形立稚児 （二種） 江戸時代末期 吉川観方コレクション

人形 豆御所人形各種 江戸～明治峙代

人形 三折れ人形 明治時代初期 吉川観方コレクション

人形 御所人形立稚児 面屋圧次郎 吃和時代初期 面屋庄三氏寄附

人形 御所人形末広がリ 岡本正太郎 昭和30年代 岡本喜世氏寄附

人形 御所人形無 岡本正太郎 蛇和30年代 岡本吾世氏寄附

人形 御所人形空也 岡本正太郎 昭和30年代 岡本喜世氏寄附

人形 御所人形 御局さま参内 面屋庄三 昭和52年

人形 御所人形晴れ姿 面屋圧三 略和62年
日本画 立雛図 土佐光貞 江戸時代中期 吉川観方コレクション
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日本画 立雛図 矢野夜潮 江戸時代後期 吉川観方コレクション

日本画 次郎左衛門雛図 幸野楳嶺 明治時代初期 吉）II観方コレクション

日本画 立雛図 山口素絢 江戸時代後期 吉川観方コレクション

日本画 立雛図 田能村直入 甲治時代前期 吉川観方コレクション

日本画 上方雛飾図 江戸時代末期 吉川観方コレクション

※ 出品作品はすべて京都府立総合資料館蔵（京都府京都文化博物館管理）

(3)別館展示

①東室

◇第43回

テーマ

戦時中の喜らし

-20世紀の京都1-
中国の玩具

一拙コレクションよリ一

木綿の型染め

一丹波の藍型染めと沖縄の紅

升土リ

江戸時代の丹波焼

◇第44回

テーマ

お膳食卓

涵末の京都

インドネシアの仮面と人形

一拙コレクションよl)-

ブータン，ネパール等の仮面

と人形一拙コレクションよリー

◇第45回

テーマ

嗜好品の民貝

再考 「伏見人形」シリーズI
子どもたちと動物たち

江戸時代の京焼古清水

江戸時代の京焼

名工にみる京焼

2001年6月19日~9月16巳計46点

I 資料名・作品名 （作者）

物資配給購入券保存袋／防空電球／灯失管制用母／陶製瓦斯煙炉／陶製湯湯婆／防再面／

防空頭巾／布製バケツ／昂緒作り用貝／木製霞気パン焼器

搬不倒／泥娃娃／布老虎／只劇の土人形／浙江の泥人形／無錫の泥人形／恵山の泥人形／

西安の泥笛／西安の泥人形／西安の布玩貝

藍木綿地菊唐草楼様中形染裂地／藍木綿地競亀模様中形染裂地／腔指木綿地屯甲水玉模様

紅形葛物／紅木綿地茄子楼様紅形君物／白木綿地流水草花模様紅形着物／鼠木綿地花楼様

紅形君物ほか

丹波焼中壺／丹波焼白釉流壺／丹波焼白掛飴釉流壺／丹波焼黒釉流壺／丹波焼飴釉壺／丹

波焼双耳壺／丹波焼お歯黒壺／丹波焼黒釉流徳利／丹波焼大徳利／丹波焼白文字入徳利

2001年9月18日~12月16日計26点 （前期： 9 /18~10/14、後期： 10/16~12/16) 

I 資料名・作品名 （作者）

箱膳／脚付き箱膳／丸膳／角膳 （両足付き）／角膳 （台付き）／会席膳／祝い膳／脚付き膳

／卓横台

坂本龍馬祖状／坂本龍馬所用錢

七卿落図屏風

バリ島の木彫仮面／バリ島のバロン面／バリ島の木彫人形／ジャワ島の木製面／ジャワ島

の張り子面／ジャワ晟の土人形／ワーヤン

パ0の木彫面／パ0の仮面／テンプーの土面／カトマンズの木彫面／カ トマンズの張リ子

面／カルカッタの木彫人形／ベナレスの木彫人形

2002年3月198~6月16日計58点

I 資料名 ・作品名 （作者）

徳利／銚子／銚嘘／盃／酒樽／焼酎壺／煙草盆／煙管／煙草入れ／隊袋／茶竹／水箇／ア

イスクリーム器／氷掻き器

子速れ童子／笠持ち童子／舟乗り霊子／犬乗り童子／馬乗リ童子／鯛抱き童子／狐／牛／

犬／馬／虎ほか

芦に千烏文手塩皿 （御呂薩焼）／色絵笙形掛花生／色絵松竹文角皿／色絵縞文茶碗 （清閑

寺焼）／色絵穴角段重／舟形向付 （粟田焼）

楼閣山水絵四方皿 （尾形乾山）／赤絵ねじ鉢 （奥田穎川）／白磁木瓜形水注 （膏木木米）／

芋頭水指 （初代高橋道八）／色絵紫陽花鉢（仁阿弥道八）／染付赤壁急須 （尾形周平）／金

襴手急須 （尾形周平）／呉須赤絵菊竹画鉢（永楽保全）

※ 第43@~第45回の展示肖料はすべて京都府立総合資料館蔵 （京都府京都文化博物館管理）

②西室 b. 青森県石亀遺跡の縄文土器

a. 世界の石器 ・土器ー24点 ・石製品ー7点

原人の石器ー5点 c. 平安京跡出土瓦ー93点

期間

全期間

全期間

全期間

全期間

期間

全期間

前期

後期

全期間

全期間

期闇

全期間

全期間

全期間

全期間

・猿人の石器ー5点

・旧人の石蚕ー8点

北ヨーロッパ新石器時代の石器ー17点

・大分県宮地前遺跡出土の石器ー24点

※詳細については 「京都文化博物館10年のあゆみ」

(1999年）を参照されたい。
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3-2 特別展示

(1)自主企画展

◇ 21世紀記念特別展 こころの交流朝鮮通信使

一江戸時代から21世紀へのメッセージ一

会期： 2001年4月28日~6月3日 (32日間）

休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

会場 ：4階特別展示室 ・3階展示室

入場料：一般1,200円大高生800円 中小生600円

特別鑑賞日： 4月27日

主 催：京都府・京都市・京都文化博物館 ・京都新

聞社・ NHK京都放送局

後援：外務省・文化庁・駐日韓国大使館文化院・

滋賀県・京都府教育委昌会 ・京都市教育委

邑会 ・滋賀県教育委邑会 ・京都府観光連盟・

京都市観光協会・平安建都1200年記念協会

朝鮮通信使縁地連絡協議会 ・歴史街道推進

協議会 ・共同通信社 ・KBS京都 ・工フエ

ム京都

特別協力：マルハン

協 力：在日本大韓民国民団京都府地方本部・在日

本朝鮮人総聯合会京都府本部

協賛：オムロン ・京セラ ・ローム・ワコール

助 成：国際交流基金 ・日韓文化交流基金

担当者：定森秀夫 ・片岡醤

概要：江戸時代、日本は鎖国政策をとっていたが、

当時の朝鮮と日本が信（よしみ）を通わす

外交のある国 「通信の国」として対等平等

の善隣外交を続けてきたことはあまリ知ら

れていない。江戸時代の朝鮮通信使は、

1607 (慶長12)年から1811(文化8)年ま

での200年余の周に12回来日した。朝鮮国

王（李氏朝鮮）の国書を携えた300~500人

の大使節団が、徳川幕府の慶事や将軍の代

替わリごとに派遣された。本展では、朝鮮

通信使にちなむ絵画（屏風・軸・絵巻・浮

印篭など）や

宮

中遇物展示館）に残る作品 ・資料を展示す

ることによって、当時の日本と朝鮮との善

隣友好の架け橋となった朝鮮通信使の足跡
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をたどった。

作 徳） 徳川

家治国書控 ・東燦社縁起絵巻 （仮名本）．

雨森芳洲肖像・交隣提醒・全一道人・治要

国書書改惣論・正徳元年

朝鮮通信使進物並進物目録 （以上、重文）、

北政所宛豊臣秀吉自筆書状 （重美）、東莱

府使接倭使図・草梁倭館図 .)乏磋図（以上、

韓国国立中央博物館蔵）、源氏物語団扇屏

風・苅田雁秋草図屏風・牡丹図屏風 （以上、

韓国宮中遠物展示館蔵） 、など205件

入場者： 25,844人 (1日平均808人）

講演会 ：別館ホー）レ

. 5月5日「朝鮮通信使と雨森芳洲」

上田正昭氏 （京都大学名誉教授）

. 5月12日 「朝鮮通信使行列図の読み方」

ロナル ド・トビ氏（東京大学大学院敦授）

. 5月19日「朝鮮通信使と日本民衆との交流」

辛基秀氏（青丘文化ホール代表）

. 5月26日「朝鮮通信使と京都」

仲尾 宏氏 （京都造形芸術大学教授）

シンポジウム① ：京都市国際交流会館

. 4月28日 「21世紀に甦る人・文化の交流

ー朝鮮通信使の今日的意義一」

上田正吃氏、辛基秀氏、 1中尾宏氏 （以上、

前出）、徐賢嬰氏 （駐横浜大韓民国総領事

館総領事）、ロナル ド・トビ氏 （前出）

シンポジウム② ：別館ホー）レ

. 5月13日 「徳川家康と松雲大師

ー朝鮮通信使のさきがけー」

陳尚勝氏 （中国 ・山東大学教授）、朴邑熙

氏（韓国・元韓国外国語大学教授）、河宇

圏氏（韓国・全北大学敦授）、貫井正之氏

（名古屋外国語大学講師）、米谷均氏 （上武

大学講師）、 1中尾宏氏 （前出）

ビデオ上映会：別館ホー）しl

. 5月3日・ 4日・ 6日・ 20日

「江戸時代の朝鮮通信使」ほか



◇京都画遷・王朝文化の美を描く 案本一洋展

会期： 2001年10月2日~11月4日 (31日問）

休館日：月暗日 （祝日の場合は翌日、但し10月22日

は特代祭につき臨時開館）

入場料：一般1,000円大高生700円中小生400円

特別鑑賞日： 10月1日

主 催 ：京都府・京都文化博物館 ・京都新聞社・日

本経済新聞社

後 援：京都市・京都府教育委昌会・京都市教育委

貝会・京都商二会議所 ・京都府観光連盟

京都市観光協会・平安建都1200年記念協会 ・

歴史街道推進協議会 ・NHK京都放送局

担当者：大西基子・長舟洋司・野口 剛

概 要：本展は、京都で生まれ育った日本画家 ・案

本一洋の50回忌を記念した企画である。8月

治45年 (1912)に京都市立絵画専門学校に

入学して、本格的に日本画家としての遵を

歩みはじめた一洋は、卒業後、山元春挙の

早苗会で学び、春挙没後は同門の川村翌舟

に師事するとともに、早苗会の中心作家と

して活躍した。 翌舟の没後は早苗会を解散

し、耕人社を結成して後進の育成に当たっ

たが、昭和27年 (1952)に活躍半ばの58歳

でその生涯を閉じた。一洋は、王朝の古典

文学から取材した物語絵や歴史風俗画を得

意とし、師風とは異なって、豊かで華麗な

作風を示したが、昭和になると端正で清澄

な画風を展開した。本展では、これまでま

とまった展黄会の無かった案本一洋の生涯

にわたる作品を紹介し、その画業の全容を

回顧した。

作 品： 蓋摘み（大正元年頃）、壬生狂言の楽屋

（大正4年）、 流るる悲歌（大正5年）、秋

の夜長物語 （大正8年）、山荘の夕 （大正

12年）、木花開耶姫（大正13年頃）、酒典菫

子 （詔和4年）、雲雀山之図 （昭和8年）、

明石 （昭和10年頃）、鵠（昭和11年）、 葵上

（昭和12年）、玉藻化生（昭和13年）、 湖畔

睛日 （昭和17年）、大納言隆家 （昭和18年）、

山居秋静之図 （昭和22年）、秋 （昭和23年）、

源氏物語く賢木・明石＞ （昭和24年）、 渡

邊玉三郎碁遊三昧ノ図（昭和26年）、夕和

（吃和26年／絶箪）、など79件

入場者： 10,520人 (1日平均339人）

講演会 ：映像ホー）レ

・10月13日「案本一洋と京都の8本画」

加藤類子（池坊短期大学教授・

池坊短期大学むろまち美術館副館長）

・10月20日「京都の画家案本一洋」

大西基子 （当館学芸呉）

列品解説 ：4階会場

・10月27日 大西基子 （当館学芸呉）

n
 

E
 
2001年10月 「案本一洋展」会場風票 (4階特別展示室）

2001年4月27日 「こころの交流朝鮮通信使」展開会式
（別館ホール）
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(2)共催展等

◇北条時宗とその時代展

会期： 2001年6月19日~7月22日 (31日筒）

休館日 ：毎週月曜日、但し7月16日は臨特開館

入場料：大人1,000円大高生700円中小生400円

主催 ：京都文化博物館 ・NHK京都放送局・ NH

Kきんきメディアプラン

後 援：文化庁・京都府・京都市・京都府教育委呉

会 ・京都市教育委員会・京都商工会議所・

京都府観光連盟・京都市観光協会・平安建

都1200年記念協会 ・歴史街道推進協議会

協賛：ハウス食品

制作協力： NHKプロモーション

担当者・土橋誠

概要 ：2001年のNHKの大河ドラマ「北条時宗」

関連の展覧会。若くして鎌倉幕府の第8代

執権となリ、蒙古腿来への対応に明け暮れ

た北条時宗の生涯と、彼の生きた時代を取

リ上げる。それと同時に、北条氏の執権政

治や、武家に迎えられた新たな仏教や文化

などを通じて、哨治に至るまでの永い間続

いた武家政権の基礎を確立した鎌倉時代の

本質を探ろうとした。

作 太刀

銘定利 （以上、国宝）、 深心院関白記 ・黒

漆塗革張兜鉢・亀山法皇坐像・十王固 （以

上、重要文化財）、吾妻鏡・蒙古襲来絵詞

楼本など、 138件、約320点

入場者： 28,722人 (-日平均927人）

◇漢代「王車」の輝き

ー中国山東省双乳山済北王陵出土文物一

会期： 8月4日~9月16日 (38日間）

休館日：毎週月曜日

入場料：大人1,000円大高生700円中小生400円

特別鑑賞日： 8月3日

主 京都文化博物館 読売新聞

大阪本社 ・読売テレビ

後 援：京都府・京都市・京都府教育委呉会 ・京都

市教育委員会・京都商二会譲所・京都府観

光連盟・京都市観光協会・平安建都1200年

記念協会 ・歴史街道推進協議会

担当者：南博史

概 要 ：中国山東省双乳山済北王陵から出土した前

漢時代の「王車」とその関連資料など、 69
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件 (442点）を展観する。この王墓は、武

帝の玄孫にあたる済北国最後の王である劉

寛のものと推定されている。この墓から出

工した貴重な車馬具の他、玉器・青銅器

金製吊などから、当特の諸侯国の様子や車

馬制度を知ることができる。今回は、夏休

み期間ということもあって、子どもを対象

とした名種の普及プログラムを実施した。

また、専用のホームページやデジタル固録

なども作成し、今後の企画展への実験的試

みを行なった。

作 品：玉車復元模型2両、青銅鍍金蓋弓帽、青銅

金銀象嵌環、玉枕獣頭、玉壁、青銅燻炉な

ど69件、 442点

入場者： 11,816人 （一日平均311人）

講演会：別館ホー）しノ

8月18日「漢と弥生」

金関 恕氏 （大阪府立弥生文化博物館館長）

◇チベット仏教美術展ータンカの世界一

会期： 2001年11月15日~2002年1月6日 (40日間）

休館日：毎週月曜日及び12月28日~1月3日

入場料 ・大人1,000円 大高生700fil 中小生400fil

特別鑑賞日： 11月15日

主 催 ：京都文化博物館 ・ハンビッツ文化財団 ・京

都新間社

後 援：京都府 ・京都市・京都府教育委貝会・京都

市教育委貝会・京都商工会講所・京都府観

光連盟・京都市観光協会・平安建都1200年

記念協会・歴史街道推進協議会 ・NHK京

都放送局

協 賛 ：日産化学工業・ニチメン・西遊旅行

協力：アシアナ航空

監 修：田中公明 （東方研究会研究員、ハンビッツ

文化財団学術顧問）

担当者 ：大塚活美 ・洲鎌佐智子

概 要：「タンカ」と呼ばれる軸装仏画の収蔵数に

かけては、世界最大級を誇る韓国ハンビッ

ツ文化財団の1000点近いコレクションの中

から、時代・地域・図像 ・作品などを考慮

しつつ約90点の作品を厳選し、複雑な展開

をとげたチベット仏教美術の全貌を展観し

た。

作 品：「チベット死者の書」 (18~19世紀）、「阿弥

陀如来と極楽浄土図」 (18~19世紀）、「釈



迦如来」 (14世紀）、「ナーロ＿流のダーキ

ニー」 (16~17世紀）など87点

入場者： 16,299人 (1日平均407人）

講演会 ：別館講義室

・11月25日「チベット仏教美術の歴史と

タンカの世界」

田中公明氏 （ハンビッツ文化財団学術顧商）

◇京都府美術工芸新鋭選抜展~2002新しい波～

会期： 2002年 1月19日~2月3日 (14日間）

休館日：毎週月曜日

入場料：大人700円大高生500円中小生400円

主催：京都府 ・京都文化博物館

後 援：京都新聞社・朝日新聞京都支局 ・毎日新聞

京都支局・読売新聞大阪本社・産経新闇社・

日本経済新闇社・ NHK京都放送局 ・KB

S京都 ・工フエム京都・平安建都1200年記

念協会

藤本恵子

概 要．京都で活躍している新進作家の作品を広く

紹介し、その育成を図るとともに、京都の

美術工芸の振興を図る展院会

作品：

最優秀賞：福本双紅「薄曇[）」(陶芸）

優秀嘗 ：福島栄利子「untitled」（洋画）、児

嶋サコ「KICKUS,」（彫刻）、 吉弓I

あリさ「ヘビに噛まれた朝」 （染織）

など38作家、 68点

入場者： 4,211人 (1日平均301人）

◇「冷泉家展」と国宝『明月記』

会期， 2002年2月16日~3月24日 (32日間）

休館日：毎週月曜日

会場 ：4階特別展示室， 3階展示室

入場料：大人1,000円大高生700円 中小生400円

主 催 ：京都文化博物館 ，（財）冷泉家峙雨亭文庫，

2001年度特別展の開催状況一覧

展覧会名

朝日新聞社

後 援：文化庁・京都府・京都府教育委貝会 ・京都

市教育委負会・京都府観光連盟 ・京都市観

光協会 ・平安建都1200年記念協会・歴史街

道推進協議会 ・NHK京都放送局

協賛：大日本印刷

担当者：土橋誠

概 要：歌人藤原俊成・定家父子を祖とし、歌の家

として連綿と続いてきた冷泉家は、明治時

代の初めに他の公家が東京に移り住んだ後

も京都に残り、今日まで公家の伝統文化を

守ってきた。本展では、冷泉家に伝わる調

度や絵画、歴代当主の筆跡などによって、

江戸峙代の公家文化に焦点を当てた。併せ

て、冷泉家所蔵の文化財のうち、最もよく

知られている定家の日記 「明月記』の国宝

指定を記念して、同家の要望もあって、初

めて全巻を一堂に公開した。

作 品 ：一字かるた、花烏図蒔絵香道貝、八橋図蒔

絵化粧箱、色絵梅月図角食寵、筆之錦（土

佐光武筆ほか）、 花鳥図 （距鹿君山筆）、芦

鶴図 （鶴澤探索筆）、為理郷記、桜町天皇

御集 （冷泉為村筆）ほか、約100件、約500

点、及び 『明月記J(国宝）、 60点
入場者： 40,605人 (1日平均1,269人）

講演会：別館ホール

. 3月2日 「藤原定家の日記 「明月記」」

美川 圭氏 （摂南大学助教授）

. 3月16日 「冷泉家の江戸時代」

冷泉為人（冷泉家第25代当主、

池坊短期大学学長）

見学会．

. 3月21日~24日

「冷泉家邸平成大修理竣工記念見学会」

叢後の天才浮世絵師一月岡芳年展 (2001. 3.15) ~2001. 4.15 13 12,103 931 共催展

こころの交流朝鮮通信使 2001. 4 28 ~2001. 6. 3 32 25,844 808 自主展

北条時宗とその時代展 2001 6.19 ~2001. ?.22 31 28,722 927 共催展

漢代「王車」の輝き 2001. 8. 4 ~2001. 9.16 38 11,816 311 共催展

京都画壇・王朝文化の美を描く一案本一洋展 200110. 2 ~200111. 4 31 10,520 339 自主展

チベット仏教美術展ータンカの世界一 2001.1115 ~2002. 1. 6 40 16,299 407 共催展

京都府美術工芸新鋭選抜展~2002新しい波～ 2002 1.19 ~2002. 2. 3 14 4,211 301 共催展

「冷泉家展」と国宝 「明月記J 2002. 2.16 ~2002. 3.24 32 40,605 1,269 共催展

計 8件 231 150,120 650 

会 期 l日数I入場者数1-B平均1形 態
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(3)特別陳列

◇紙の民具と玩具

会場 ：別館1階東室

二
I 

会期 ：2001年12月18日~2002年3月17日 (?2日間）

概 要 ：紙を素材とする民貝 ・歴史資料 ・風俗資料

と郷土玩貝78点を展示

頁料名（収集地）

民 具 もんぺ型・吸取り紙・独楽 ・色紙傘・押絵（以上、京都市）／張子ffi(宮津市）

国の紙森／カルタ／百人一首／めんこ／すごろ＜／おもちゃ絵／組み立て絵

(4)館外共催事業

◇京都府立総合資料館収蔵展示室 公開

会 場：京都府立総合資料館収蔵展示室

会期： 2001年6月21日~6月28日 (8日間）

入場者数： 398人

◇京都府立総合資料館収蔵展示室 公開

会 場 ：京都府立総合資料館収蔵展示室

(5)京都府民ギャラリー事業への協力

京都府では、府民が身近に 「文化 ・芸術の町」を体

感できる空周を創出するために、府民ギャラリー事業

を実施している。本事業は、京都府が所蔵する美術工

芸品のうち、 「京の四季」や「京の絵本原画」等から

主催者

京都府

京都府 ・大宮E1!J 大宮E1!J教育委貝会

・大宮ふれあい工房

京都府・岩滝町岩滝ll!J教育委邑会

京都府

京都府

閲やわた市民文化事業団

京都府

3-3 映画

(1)常設上映

期 麿

2001. 4, 6~ 7 2 

2001 714~ 7.24 

2001. 9 1~ 9 9 

2001. 7 18~ 9.28 

200111.15~1228 

200111.22~12 4 

2001 .12.21~2002.3.20 

上映期間 ナーマ

会期： 2001年10月23日~10月28日 (6日間）

入場者数 ：187人

◇京都府立総合資料館再開館記念

「馬の人形展」への協力

会 場：京都府立総合資料館展示室

会期 ：2002年1月5日~1月31日 (25日間）

出品作品：郷土玩貝「馬」など206点

テーマを定めて構成した作品群を、府内の文化施設で

展示するもので、当館は(1)展示会場となる文化施設の

事前調査、 (2)展示作品の選定、 (3)会場での展示指導、

などにおいて協力している。

開催場所 展示内容

京都府庁 「京の四季」から6点
大宮ふれあい工房 森□窟光作品 24点

岩滝町生涯学習センター知遊館 「京の絵本」原画から30点
京都府庁 「京の四季」から7点
京都府庁 「京の四季」から7点
八幡市文化センター 「いのち四歌」から15点
京都府庁 「京の四季」から7点

作品名 L日1回数1鑑宮者数
2001. 4. 5~ 5. 6 映画美術の惰念 山椒大夫／近松物語／夜の河／大菩薩峠／釈迦／ 20 40 2,592 

美術監芭内藤昭の世界 悪名／座頭市物語／斬る／剣／泥の河

2001 5.10~ 5 27 追想新珠三千代 人間の條件第1部／第2部／第3部／第4邸／第5部 12 24 1,817 
「人間の條件J特集上映 ／第6部

2001 5.31~ 7.29 オ華凄艶、市川雷閤 次男坊阻／新 ・平家物語／大阪物諾／弁天）」If菌／ 34 68 6,185 
炎上／ジャン有馬の嬰撃／薄桜記／初春狸御殿／

大吾薩峠／大菩薩峠竜神の巻／大吾薩峠完結絹

／ぼんち／忍びの者／破戒／眠狂四郎殺法帖／
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大殺陣雄呂血／華岡育洲の妻

2001 713~ 714 祇園祭記念特別上映 祇園祭

2001. 8. 2~ 8 5 「羅生門」と宮川一夫 羅生門／雨月物諾／反射スル眠

グランプリ受宮50周年記念

2001 8 9~ 9. 2 「学校」特集人が成長する時 青い山脈／続 習い山脈／山びこ学校／二十四の

瞳／しいのみ学圏／人間の壁

2001. 8.16~ 8.19 上方）レネッサンス2001楽劇の祭典 心中天網島／紅葉狩／中村鷹治郎舞台のおもか

映画の中の古典芸能 げ／伽羅先代萩／京舞四世井上八千代

名演の記録と表現の冒険

2001. 9 6~ 9 30 映画都市・京都、草創の時 弥次吾多菩光寺詣り／尾上松之助葬i義／影法師

撮影所は花ざかリ ／快人狼 （前 後踊）／砂絵0兄縛／弁天l」W曽／鞍
馬天狗恐怖時代／関取千両織／も門捕物帖三番

手柄／国士無双／御誂治郎吉格子／滝の白糸

2001.10. 4~ 10.26 松竹映画行進曲 路上の霧魂／若者よなぜ泣くか／落第はしたけれ

キネマの新天地 ど／金色夜叉／人生のお荷物／隣リの八重ちゃん

東の蒲田、西の下加茂 ／雪之丞変化／残菊物語

200111. 4~11.25 松竹映画行進曲 歌暦をめぐる五人の女／破戒／稲妻草紙／治郎吉

松竹太秦撮影所特集 格子／切腹／古都／二等兵物語／哨殺

2001.11.18 日本映画テレビ技術協会 長崎ぶらぶら節

特別試写会

2001.11.29~ 12.23 松竹映画行進曲 風の中の子供／愛染かつら／婦郷／お茶泊けの味

松竹大船撮影所特集 ／この広い空のどこかに／楢山節考／愛と希益の

街／男はつらいよ（第1作）

2002. 1. 5~ 1.27 卒寿なお現役 愛妻物語／原爆の子／縮図／悲しみは女だけに／

第五福竜丸／裸の島／ある映画監送の生涯溝D

健二の記録

2002. 1.31 ~ 2.24 梅もほころぶ、 弥次喜多善光寺詣リ／国士無双／気まぐれ冠者

ユーモア時代劇特集 ／丹下左膳余話 ・百万両の壺／エノケンのちゃっ

きり金太／昨日消えた男／ひばり捕物帖かんざ

し小判

2002. 2 7~ 2 10 映画監苔中忌貞夫特集 893愚連隊／序の舞

2002. 2.28~ 3.31 慟くということ 一人息子／土／春秋一刀流／機関I!IC-57/ある

保姻の記録／小島の春／海に生きる／西陣／生き

る／日本の悲劇／喜びも悲しみも幾漱月／にあん

ちゃん

計

(2)特別企画・共催事業

◇“オ華凄艶＂市川雷蔵ポスター展

映画俳優 ・市JII雷蔵が出演した全155作品のポスター

や関連資料を展示。 8~9頁参照。

会場 ： 皆美術 ・工芸展示室

期間:2001年6月9日~8月5日

協 力 ：粟田宗良コレクション、山村嵯都子

◇グランプリ受賞50周年記念

-『羅生門』と宮川一夫

期筒 ：2001年8月2日~5日

2 4 327 

4 8 500 

12 24 1,507 

4 8 521 

16 32 946 

16 32 1,269 

16 32 1,787 

1 1 132 

16 32 1,790 

14 28 1,706 

12 24 1,148 

4 8 398 

20 40 2,012 

203 405 24,637 

特別協力 ：宮川家、スタジオデルタ

く作品上映＞ 「反射ス）レ眠』(2000年スタジオ・ア

ニマ、宮川家／監督 ：亀井武彦）

2001年6月 「“オ華凄艶”市川雷蔵ポスター展」会場廃景

(3階美術・工芸展示室）
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く資料展示＞当館所蔵の宮川一夫氏関連資料を映像

ギャラリーで展示。

◇日本映像学会関西支部 夏期ゼミナール

「市川罠とモダニズム」

期間： 2001年8月4日~6日

共 催：日本映像学会関西支部、京都府

会 場 ．京都府立ゼミナールハウス

◇上万ルネッサンス2001楽劇の祭典「映画の中の古

典芸能ー名演の記録と表現の冒険」

期喬： 2001年8月16日~19日

共 催：関西楽劇フェステイバル協議会

◇写真展「音のない記憶一井上孝治の世界」

(3)映像ギャラリー常設展示

京都府所蔵の映画関連資料より、明治から昭和初期

の映画キャメラ，映写機、伊藤大輔文晒、大映京都撮

影所関連資料を展示している。また所蔵の映画作品か

ら73作品をダイジェストして収録し、検索システムと

して公廃している。詳細については 「京都文化博物館

会場：別館ホール

期間： 2001年9月20日~26日

共 催：映画 「アイ・ラヴ・フレンズ』製作支援の

会

◇日本映画テレビ技術協会特別試写会

『長崎ぷらぷら節』

(2000年東映京都作品／監督：深町幸男）

期間： 2001年11月18日

共 催：日本映画テレビ技術協会

※敬称略。映画タイトルは 「 」で表記。特に会場の記載

されていない催しは当館3F映像ホールで開催した。

10年のあゆみ』(1999年）を参熙されたい。

なお、映像ホールでの企画上映にあわせて、ポスター

スチル・チラシ等50点前後の資料を随時展示替えしな

がら公開している。 2001年度は下記のテーマで展示し

た。

期蘭 テーマ 期間 テーマ

2001. 4. 5~ 5. 6 映画美術の情念・美術監毯内藤吃の世界 2001. 9. 6~ 9.30 映画都市京都の撮影所関係資料展示

5.10~ 5.27 追想 ・新珠三千代 10. 4~12.23 松竹京都播影所資料展示

5.31~ 7.29 市川雷蔵の世界 2002. 1. 5~ 1.27 映画監営 ・新藤兼人資料展示

8. 2~ 8. 5 宮川一夫頁料展 1.31~ 2.24 美空ひばり‘‘ひばリ捕物帖"の世界

8. 9~ 9. 2 「学校」特集 2.28~ 3.31 特集上映「働くということ」

人が成長する時ポスター展示 上映作品ポスター展示

(4)京都府映像文化センター運営委員

氏名 I 所属等 氏名 所厩等

実方司郎1京都典行協会常任理事*I中島貞夫 映画監怯
多田道太郎京都大学名誉教授 畑 利8月東映京都撮影所長

氏名 I所属等
岡本道雄 1内臨委目

高見静治内笹委呂

土田正競 IKYOTO映画塾
内藤 祀映画美術監醤

※ ＊印：2001年4月就任

森田富士郎 1映画撮影監s I溝0 勝美 I内邸委貝
三品廣実 京都府文化芸術室長
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4. 調盃研究活動

4-1 調査

(1)埋蔵文化財の発掘と整理

◇雲林院跡の整理と報告書の刊行

遇跡名：雲林院跡

所在地：京恕市北区紫野雲林院町83番地

整理期閻 ：2001年4月1日~2002年3月31日

依頼者：三井不動産株式会社関西支社

作業概要：雲林院跡発掘調奎の遺物整理と報告書の

作成

担当者 ：鈴木忠司

報告書： 『雲林院跡一京都市北区紫野雲林院町ー」

（「京都文化博物館調査研究報告」第14集、

2001年3月）

◇梅屋小学校跡地の立会い調査と発掘調盃

遺跡名 ：平安京左京二条三坊一町跡

所在地 ：京都市中京区釜座通丸太83J上る梅屋83]174

調査期簡 ：立会い調査ー2002年1月9日~15巳

発掘調査ー2002年2月1日~3月31巳

(2003年度へ継続）

依頼者 ：京都第二赤十字病院

4-2 学芸員の活動

(1)博物館研究費による研究

大西基子

大塚活美

藤本恵子

洲鎌佐智子

野0 剛

定森秀夫

明治の四条派

京都および周辺地域の祭礼についての歴

史的研究

近代における風俗研究の動両と蒐集活動

について一吉川コレクションを中心に一

幕末から明治における京の工芸の相対的

な位置について

狩野派と上方浮世絵に関する研究

日本列島における朝鮮半島系遺物の研究

南博史 歴史系博物館の教育普及活動において考

古学をどう利用していくか一還跡博物館

の可能性を考える(2)-

大塚活美 ・野口 剛・洲鎌佐智子

館所高 「誓願寺門前図」の総合的研究

(2)外部研究費 ・共同研究等による研究

鈴木忠司

における楢物質食料の利用に関する研究」
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調査原因：新病棟建築に伴う発掘調査

調査面租 ：1,2oom・ 

調査担当：定森秀夫 （主任）、南博史、村田昌也

調査概要：当地は、平安京神祇官付属の関係の神祇

官町の一部に想定されている。既存の小学

校校舎の基礎撤去に伴って実施した立会い

調査では、包含層の撹乱が著しかったもの

の、部分的に瓦溜めや焼土層を確認した。

また、一部に鎌倉時代の包含層の残存も認

められた。引き続き実施した本調査では、

調査面最上層は江戸後期～明治の土層と思

われるが、元治元年の焼土層は認められな

かった。鋳型の破片も見つかっており鋳造

関係の作業場があったことが推測できた。

主要遺構 ：井戸、室、倉基礎、石組み遺構が目立つ。

遺構数約100。

主要出土品：近世陶磁器、瓦類、石製品、土製品、

鋳型など。遺物呈は専用コンテナ約100箱。

南博史 ・共同研究 「エルサルバド）リ・ チャルチュ

アパ遺跡カサプランカ地区における考古

学調査」（代表：伊藤伸幸名古屋大学助

手 ・新大陸文化研究所代表）

笹川科学研究助成金海外発表促進助成

「博物館における教育普及活動」（「エル

サルバドル ・チャルチュアパ遺跡カサブ

ランカ地区調査報告会」）

(3)出講・委嘱

山本俊介 ・京都府美術工芸新鋭選抜展審査貝

福知山市佐藤太清賞公募美術展 審査邑

・創工会展委嘱 審査民

森脇清隆 ・大谷大学短期大学部出講 （後期）

「京都学 ・映像論」

野0 剛 ・京都府立大学出講 （前期）

「博物館概論」

片岡 醤 ・木下美術館委寝理事

鈴木忠司 ・奈良大学出講 （前期）「先史考古学」



・京都府立大学出講（後期）

「博物館実習講義」

・古代学協会委嘱

「吉代文化」刊行委貝会編集参与

植山茂 ・NHK京都放送局委嘱

NHK京都府視聴者会議委員

山下秀樹 ・京都府立大学出講（前期）

「博物館実習講義」

定森秀夫 ・花園大学出講（過年） 「考古学研究」

・滋賀大学出講（集中講義）

「博物館経営 ・情報論」

南博史 ・京都外国語大学出講 （通年）

「考古学の基礎」

・京都外国語大学出講 （通年）

「博物館実習 I」

・古代学協会委嘱

『古代文化』刊行委昌会編集参与

(4)学芸員の業績

a. 著作

大西基子 ・図録 「京都画塩 ・王朝文化の美を描く一

案本一洋展j共同編集（京都文化博物館、

2001年10月）

・「早苗会の案本一洋一京風の大和絵を描

いて」「作品解説」「年譜」 （図録 『案本

一洋展』所収）

・「突本一洋作品年譜」（京都文化博物館研

究紀要 ［朱雀」第14集所収、京都文化博

物館、 2002年3月）

大塚活美 ・「作品解説 （分担）」（図録 「北条時宗と

その時代展』所収、 NHK・NHKプロ

モーション、 2001年4月）

・「全国の 「大文字」行事一その概要と相

互比較ー」（再録、 『ダ雛国の諸英霊よ、御

霊安かれ一奈良大文字保存会40年史ー」

所収、奈良大文字保存会、 2001年6月）

・「江戸峙代の洛中洛外図の主題と構図に

ついて一二条城前の行列を手掛かリに一」

（「歴史評論」第621号所収、歴史科学協

議会、 2002年 1月）

・「あかねさす蒲生野」 （「近江歴史回廊近

江万葉の道」所収、淡海文化を育てる会、

2002年1月）

・「室町時代中期の坂本の暮らし点描ー山
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科家の日記から一」（京都文化博物館研

究紀要 「朱雀j第14集所収）

藤本恵子 ・「戦後・染織工芸の示すもの」 （京都国立

近代美術館ニュース 『視る」396号所収、

2001年8月）

「翻刻 ：風俗研究家・吉川観方の日記

（昭和7年分）」（京都文化博物館研究紀

要 「朱雀」第14集所収）

長舟洋司 ・図録 「案本一洋展』共同編集 （前掲）

「小山三造について一小山三造関連資料

の紹介 (1)-」（京都文化博物館研究

紀要 「朱雀」第14集所収）

・「同志社所蔵の肖像画について」 （「同志

社論叢」第22号所収、同志社社史資料室、

2002年3月）

洲鎌佐智子 明治初期の京焼」 （京都文化博物

館研究紀要 「朱雀』第14集所収）

野0 剛 ・「作品解説 （分担）」（図録 「北条時宗と

その時代展』所収）

・図録 「案本一洋展」共同編集 （前掲）

・「＜花洛十二か月＞十月一紅葉狩と亥の

月の行エー」（「茶道雑誌j第65巻第10号

所収、河原害店、 2001年10月）

・「森派小史一寛斎を中心に一」（図録 「森

寛斎と森派の絵画』所収、花園大学歴史

博物館、2001年10月）

片岡 肇 ・「作品解説 （分担）」（図録 「北条時宗と

その時代展」所収）

鈴木忠司 ・「第6回安芸のまほろばフォーラム 1日

石器時代のムラをさぐる」（共著、東広

島市教育委呉会、 2000年3月）

・「書評小野吃著 「打製骨器論J」(『第四

紀研究』第40巻第4号所収、日本第四紀

学会、2001年8月）

・「縄文以前の乙訓地方」 （「乙訓文化遥産」

8号所収、乙訓の文化遺産を守る会、

2001年9月）

・「岩宿特代のムラ」 （「地質と調査J2001 
年第3号所収、土木春秋社、 2001年9月）

・「石蒸し調理実験記録一礫加熱の諸方法

をめぐって一」（竹内直文・礫群調理実

験グループと共同執筆／京都文化博物館

研究紀要 「朱雀」第14号所収）

定森秀夫 ・囮録 「こころの交流朝鮮通信使一江戸



峙代から21世紀へのメッセージj共同編

集 （京都文化博物館・京都新聞社、 2001

年4月）

・「各部解説文」 「作品解説 （分担）」（図録

『こころの交流朝鮮通信使』所収）

「「こころの交流朝鮮通信使』展からの

メッセージー21世紀の 『誠信の交わリJ

収、側）京都文化財団、 2001年4月）

「江戸時代のお隣リ付き合い一美術で見

る朝鮮半島との交流の広がり」 （『目の眼』

No297所収、里文出版、 2001年6月）

・「韓国の装飾付陶質土器」 （『考古学ジャー

ナルJNo.467所収、 2001年8月）

・「「こころの交流 朝鮮通信使一江戸時代

から21世紀へのメッセージー」展」（『日

韓文化交流基金NEWS」No19所収、詞

日韓文化交流基金、 2001年9月）

・「大伽耶と倭」（第26回韓國上古史學魯學

術蒻表大酋資料 『大イ如耶 ・周邊諸國j所

収、高璽郡 ・韓國上古史學芭、 2001年9

月）

・「陶質土器からみた倭と大切耶」（「大伽

耶・周選諸國」所収、高璽郡 ・韓國上古

史學魯、 2002年2月）

・「映Jll玉田古墳群出土の特異なコップ形

士器祖形再論」 （「清渓史學」16・17合輯

所収、韓國精神文化研究院清渓史學芭、

2002年2月）

b. 発表・ 講演

大西基子 ・「京都の画家突本一洋」 （案本一洋展講

演会、京都文化博物館、 2001年10月20日）

・「列品解説」 （案本一洋展、京都文化博物

館、 2001年10月27日）

大塚活美 ・「京のまつリ」（歴史常設展展示解説、京

都文化博物館、 2001年4月14日）

・「小城の祇園社と祇園会」（肥前千葉氏シ

ンポジウム、佐賀県小城町中央公民館、

2001年9月23日）

・「えがかれた京」 （歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、 2001年9月29日）

・「洛中洛外図絵解き」（まちづくリイベン

ト『五彩の会」、全日空ホテル京都ロビー、

2001年11月18日）
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・「第二定型洛中洛外図の主題と構図ーニ

条城前の行列を中心に一」 erう各中洛外図
研究会」第2回研究会、東京大学史料編

慕所、 2001年12月18日）

長舟洋司 ・「美術展示の照明方法ー照明器貝と光源

の特性及び効果をめぐって一」（国際協

カ事業団平成12年度文化財修復整備技術

コース研修、京都文化博物館、 2001年4

月6日）

・「京都の洋画と同志社の肖像画」 （公開講

演会、同志社大学、 2001年7月14日）

・「美術展示の熙明について一代表的機種

の性能と特性ー」（国際協力事業団平成

13年度文化財修復整備技術コース研修、

京都文化博物館、 2002年3月5日）

片岡 肇 ・「考古資料でたどる博物館周辺の歴史」

（歴史常設展展示解説、京都文化博物館、

2002年3月23日）

鈴木忠司 ・「縄文以前の乙訓地方」 （乙訓の文化遥産

を守る会、 2001年6月3日）

・「石器」（千葉県埋蔵文化財専門技術者研

修、プラザ菜の花、2001年9月27・28日）

・「縄文草創期の食と生業」（「縄文文化の

起源を探る」展研究講座、橿原考古学研

究所附属博物館、 2001年10月28日）

・「捏造事件とは何だったのか」（第34回み

やこ評判会、京都芸術センター、 2001年

12月9日）

・「岩宿（旧石器）時代研究の今」（日本史

研究会市民講座、コープイン京都、 2002

年1月27日）

・「世界の旧石器」（歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、 2002年2月16日）

・「フィンランド博物館事情」 （京都中ロー

タリークラプ、京都ホテル、2002年2月

25日）

植山茂 ・「平安京のかわら」（歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、 2001年5月19日）

・「中京の歴史と文化」 （中京優良申告法人

会、京都銀行協会、 2001年6月19日）

・「考古学でたどる三条界隈の歴史」 （「ま

ちなかを歩く日」関連ギャラリートーク、

京都文化博物館、 2001年10月16日）

・「羅城門模型」（歴史常設展展示解説、京



都文化博物館、 2002年 1月5日） 説、京都文化博物館、2001年6月23日／

・「博物館レポート」 （京都市立芸術大学日 特別講師 ・磯村浩之亮氏と）

本伝統音楽研究センター公開講座、キャ ・「博物館における教育普及活動」 （チャル

ンパスプラザ京都、 2002年2月16日） チュアパ遺跡カサブランカ地区調査報告

定森秀夫 ・「大伽耶と倭」（第26回韓國上吉史學魯學 会、エルサルバドル国立博物館、 2001年

術装表大酋 「大伽耶・周邊諸國』、韓国 9月8日）

慶尚北道高霊郡大切耶国楽堂、 2001年9 ・「三条界隈まちなかトーク」（［まちなか

月28日） を歩く日」関連シンポジウム、京都文化

・「京都の渡来文化」 （光華女子大学短期大 博物館、 2001年10月16日）

学部 r京都の文化と芸術』、光華女子大 ・「京都の縄文時代」 （歴史常設展展示解説、

学短期大学部、 2001年10月12日） 京都文化博物館、 2001年12月22日）

「日本列島出土の高霊タイプ系・固城タ 土橋誠 ・「源氏物語ー大島本について」（歴史常設

イプ系淘質土器」 （第5回国立歴史民俗 展展示解説、京都文化博物館、 2001年7

博物館国際シンポジウム『古代東アジア 月7日）

における倭と伽耶の交流」、国立歴史民 「源氏物語一仮名文字から見る」（歴史常

俗博物館、2002年3月13日~16日） 設展展示解説、京都文化博物館、 2001年

南博史 ・「匠の世界・錯金具」 （歴史常設展展示解 11月10日）

2002年3月23日 学芸員による展示解説 (2階歴史展示室）
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5 普及活動

5 -1 出版物
(1)京都文化博物館研究紀要『朱雀』

◇『朱雀』第14集

発行 ：京都文化博物館

発行日 ：2002年3月31日

印刷：（株）吉）II印刷工業所

体裁： B 5判、 157ページ

編集担当 ：土橋誠

所載記事 ・

【研究ノート】

鈴木忠司 ・竹内直文 ・礫群調理実験グループ

石蒸し調理実験記録 (2)一礫加熱の

諸方法をめぐって一

大塚活美 室町時代中期の坂本の暮らし点描

ー山科家の日記から一

洲鎌佐智子 幕末 ・明治初期の京焼

【資料紹介】

長舟洋司 小山三造について一小山三造関連資料

の紹介 (1)

藤本恵子 翻刻：風俗研究家 ・吉）II観方の日記

（昭和7年分）

大西基子 案本一洋作品年譜

(2)京都文化博物館調査研究報告

◇第15集『雲林院跡一京都市北区紫野雲林院町ー』

編集 ：京都文化博物館学芸第二課

発行 ：京都文化博物館

発行日 ：2002年3月31日

体裁： A4判、216ページ、図版24ページ

編集担当 ：鈴木忠司

(3)京都文化博物館年報

◇ 2000年度

編集 ，発行 ：京都文化博物館

発行日： 2002年3月31日

5-2 講演会・ 音楽会

(1)講演会など

開催年月日 I 請師 I 所康等
2001. 4. 71佐々木もと子 1池大雅美術館館長
4.14 大塚 活美当館学芸目

印刷 ：（株證影舎

体裁： A4判、 38ページ

編集担当 ：片岡 肇 ・大塚活美

(4)展覧会図録

◇『こころの交流 朝鮮通信使

一江戸時代から21世紀へのメッセージ』

発行：京都文化博物館・京都新聞社

発行日 ：2001年4月28日

制作 • 印刷：ニューカラー写真印刷（株）

体裁 ：A4判、 268ページ

編集担当 ：定森秀夫

◇『特別展漢代「王車」の輝き

ー中国山東省双乳山済北王陵出土文物一』

術館 ・浦上記念館

発行日 ：2001年4月

印 刷 ：瞬報社写真印刷（株）

体裁： A4判、 135ページ

◇『京都画国・ 王朝文化の美を描く一室本一洋展一』

編 集：京都文化博物館学芸第一課

発行：京都文化博物館

発行日： 2001年10月1日

制作 • 印刷 ：（樹写真化学

体裁 ：21.3cmx28.0cm、156ページ

編集担当 ：大西基子・長舟洋司 ・野0 剛

◇『京都府美術工芸新鋭選抜展~2002新しい波～』

発行：京都府・京都文化博物館

発行日： 2002年 1月

印刷 ：ニューカラー写真印刷(t莉

体裁 ：25cmx25cm、52ページ

※名書の奥付に発行日のないものは、その展覧会の開

始月を挙げた。

演題・テーマ 備考

京のまつり

美術工芸常設展展示解説

歴史常設展展示解説
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5 5 上田正昭 京都大学名誉教授
512 ロナルドトビ 東京大学大学院教授
5.13 陳 尚勝 中国 ・山東大学教授

朴 巨熙 韓国元韓国外国語大学教授

河 宇園 韓国・全北大学教授

貴井正之 名古屋外国語大学講師

米谷 均 上武大学講師

仲尾 宏 京都造形芸術大学教授

5.19 辛 基秀 育丘文化ホール代表

'l 楢山 茂 当館主任学芸員

5.26 仲尾 宏 京都造形芸術大学教授

6.23 南 博史 当館主任学芸貝

磯村浩之亮 文友会

7. 7 土橋 誠 当館学芸貝

818 金憐 恕 大阪府立弥生文化博物館館長

9.29 大塚活美 当館学芸呂
1013 加藤類子 池坊短期大学教授
10.20 大西基子 当舘学芸白
10.27 大西 基子 当館学芸昌
1110 土橋 誠 当館学芸邑

11.16 植山 茂 当館王任学芸貝

'l 宗田好史 京都府立大学助教授

南 博史 当館主任学芸昌

11.25 田中公明 ハンビッツ文化財団学術誦問
12 22 南 博史 当館主任学芸昌

2002. 1. 5 植山 茂 当館主任学芸邑

216 鈴木忠司 当館主任学芸邑
3. 2 美JI[ 圭 摂南大学助教授
3.16 冷泉為人 冷泉家第25代当主

池坊短期大学学長

3.23 片飼 ,.,,. 書饂 当館学芸第二課長

(2)音楽会

a. 京都文化博物館音楽会ジリーズ

「歴史と共にく音楽〉を楽しあ」

主催 ：京都文化博物館

後援 ：京都文化博物館友の会

朝鮮逸1言使と雨森芳洲 朝鮮通信使展講演会

朝鮮通信使行列図の読み方 朝鮮通信使展講演会

徳川家康と松雲大師 朝鮮通信使展

巳韓中共同シンポジウム

朝鮮通信使と日本民衆との交流 朝鮮適信使展講演会

平安京のかわら 歴史常設展展示解説

朝鮮通信使と京都 朝鮮遅信使展講演会

匠の世界銃金具 歴史常設展展示解説

源氏物語一大島本について 歴史常設展展示解説

漢と弥生 漢代 「王車」の輝き展講演会

えがかれた京 歴史常設展展示解説

突本一洋と京都の日本画 案本一洋展講演会

京都の画家案本一洋 案本一洋展講演会

案本一洋展列品解説

源氏物語一仮名文字から見る 歴史常設展展示解説

考古学でたどる三条界隈の歴史 まちなかを歩く日関連

ギャラリートーク

三条界隈まちなか トーク まちなかを歩く日関速

シンポジウム

チベッ ト仏教美術の歴史とタンカの世界 チベッ ト仏教美術展講演会

京都の縄文時代 歴史常設展展示解説

羅城門授型 歴史常設展展示解説

世界の18石器 歴史常設展展示解説

藤原定家の日記 『明月記」 冷泉家展と国宝明月記展講演会

冷泉家の江戸時代 冷泉家展と国宝明月記展講演会

考古資料でたどる博物館周辺の歴史 歴史常設展展示解説

協賛：吉忠株式会社

協 力：アマデウス音楽事務所

企画 ・解説’岩淵龍太郎（京都市立芸術大学名誉教

授 ・京都文化財団理事）

◇歴史と共にく音楽〉を楽しむ音楽会ジリーズ・ X ヴィルトウオーゾの誕生 その1ーヴァイオリン編

第四夜 2001年4月12日I115名

: :1::::: ご庁化財団理事）

曲 目 H. ヴュータン：バラー ドとポロネーズ Op.38/ファンタジア ・アパショナータ Op. 35/ヴァイオリン協奏曲 第4番

ニ短調 Op. 31 

第五夜 2001年6月15日I68名

：： 1: 坂:;.授言門化財団理事）
曲 目 L. シュポーア：ヴァイオリン協奏曲 第8番 イ短調 Op.47 [歌の情票ーオペラの形式で］／モーツァルトの「魔笛」の

主題によるポプーリ

臼1:::::三王笠三［三：二三エニアフスキーの足跡 12001年8月1,eI 11, 名

曲 目 H. ヴィニニアフスキー ：華麓なるポロネーズ第1番 二長調 Op. 4/伝説曲 Op.17/モスクワの思い出 Op.6/ 

「ファウス ト」による華麓なる幻想曲 Op. 20 
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◇歴史と共に 〈音楽〉を楽しあ音楽会ジリーズ・ XI ヴィルトウオーゾの誕生 その2ーピアノ編

第一夜 ピアノのヴィルトゥオーゾとしての大作曲家ベートーヴェン

お 話 1岩淵龍太郎（京都市立芸術大学名誉教授・京都文化財団理事）

演奏神谷郁代 （ピアノ）

2001年10月5日I150名

曲目 ベー トーヴェン．バガテル「エリーゼのために」 イ短調 Wo0.59/ピアノ ソナタ第14番嬰ハ短調「月光J

Op. 27-2/ピアノ ・ソナタ 第23番へ短調「熱悟」 Op.57 

第二夜

お話

演奏

ヴィル トウオーゾの創造 ショパン＿望郷のピアノ詩人

岩淵龍太郎 （京都市立芸術大学名誉教授 ・京都文化財団理事）

九頭見香穂里 （ピアノ）

2001年12月11日 121名

曲目 Iショパン：ポロネーズ第6番変イ長調「英雄」 Op.53/バラード第3番変イ長調 Op.47/ 
ピアノ ・ソナタ第2番変□短調「葬送」 Op. 35 

第三夜

お 話 1岩淵龍太郎 （京都市立芸術大学名誉教授・京都文化財団理事）

演奏田渕千代子 （ピアノ）

2002年2月21a I 160名

曲 目Iリスト：ラ・カンパネラ （パガニーニによる超絶技巧練習曲集より ／愛の雰ー3つの夜想曲／
ピアノ ・ソナタ ロ短調

b. 第12回祇園祭の宵山に挙曲を聴くタベ

日時 ：2001年7月15日、 16日

主催 ：京都文化博物館

後 援 ：京都文化博物館友の会 ・京都文化博物館ろ

うご店舗博和会

会 場：京都文化博物館別館ホール

演奏者 ：生田流宮城会麓調会社中

5-3 博物館実習

①第 1組

実施期間 ：2001年8月7日~10日

実習生：京都府立大学4人、立命館大学3人、滋賀

県立大学2人

②第2組

実施期間： 2001年9月4日~7日

実習生 ・京都外国語大学5人、京都造形芸術大学3

人、都留文科大学1人、京都精華大学1人

5-4 その他の活動

(1)資料閲覧室

当館の図書資料は、歴史・考古 ・美術 ・工芸 ・映像

など多分野にわたり、現在単行本約58,500冊、逐次刊

行物約3,000タイトル (65,500冊）を収蔵している。中

でも埋蔽文化財の発掘調査報告書が約22,400冊、展覧

会図録が約8,800冊と多く、また、映画のシナリオを

約12,000冊収蔵しているのも特徴である。これらの図
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（代表者浅野愛子）

演 目：三絃合奏 （たぬき、越後獅子）、さくら変

奏曲、京の夜、落葉の踊、夕顔、華紋、毎

火、日本のうた（明日があるさ）ほか

入場者 ：577人

※祇園祭協賛事業として開催し、別館を午後6時から 8時

30分まで無料公開した。

③実習内容・担当者：

・ 藤本

・美術資料について ー長舟 ・野口

・工芸資料について

・民俗資料について ー山本 ・大塚

・文書資料について 一土橋

・考古資料について ー南 ・植山

映像資料について 一森脇

まとめと反省 ー全担当学芸貝

書資料については、研究目的で特に関覧を希望する者

に対して公開している。なお、本年度の書籍の受け入

れ数は、 4,528件であった。

(2)文化情報コーナー

1階の文化情報コーナーでは、京都府内を中心とす

る美術館・博物館などの文化施設から送られてくるチ



ラシやリーフレットなどを置いて、来館者が自由に持

ち帰ることができるようにするとともに、京都の伝統

行事、歴史、庭園、 寺社の御利益、散歩道、コーヒー

ショップ、京の花などの検索できる 「京のオススメ」

と、近畿の歴史文化についてのCDによる動画情報の

「歴史街道ーロマンヘの扉」を設置して、来館者に情

報を提供している。

(3)生涯学習ボランティア

京都府長寿社会政策室の呼びかけに応じて発足させ

た生涯学習ポランティアは、常設展示の英語によるガ

イドとして、外国人の入館者に対するサービスを行っ

てきた。ポランティア ・グループは 「MOKの会」を

結成して、総会 ・例会 ・研修会など独自の活動を実施

している。

① 2001年度の活動 （会貝数34名）

2000年4月14日 2001年度総会

6月2日 6月例会

9月1日 9月例会

9月22・23日 SKYふれあいフェスティバ

ル2001

10月31日 第4回学習ひろば

（於：京都府立山城郷土資料館）

2002年1月12日 1月例会

1月12日 見学研修会 （晴明神社、一条戻橋、

承天閣美術館、冷泉家邸）

3月9日 3月総会

2002年度役呉選出

1班ー並河麓子 （副会長）

2班ー桜井 和代 （会長）

3班ー山岸 正子 （副会長）

(4)京都文化博物館友の会

友の会は、歴史、美術・工芸、映像等に興味を持つ

人々が、京都文化博物館を通して楽しみながら博物館

活動に協力することを目的とする。

①会員の特典

・会呉証で常設展（映画鑑賞を含む）、特別展の無

料での観黄

・会昌同伴者5人以内を限度として 1人20%の割引

・友の会が主催 ・後援する行事等の案内

・毎月、博物館の催事情報や各種行事案内の送付

・博物館発行出版物の割引
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②会費

・個人会貝 年会費 6,000円

グループ会貝 (2名以上）

年会費 5,000円 (1人）

③ 2001年度の状況

会員総数 883名 （個人 601名、グ）レープ 282名）

見学会

第 1回 ：2001年5月25日

見学先 ：京都府立堂本印象美術館

説明者：吉田洋一堂本印象美術館学芸貝

参加者 ：57名

第2回： 2001年10月19日

見学先 ：角屋もてなしの文化美術館

説明者 ：中川清生財団法人角屋保存会理事長

参加者： 35名

(5)地域との連携

①「まちなかを歩く日」への参加と協力

京都市の都市づくリ推進課の呼びかけで、地域住民

や事業者、関心のある市民など多数の人々が参加して、

2000年7月に「歩いて暮らせる街づくり推進会議」が

設立された。その趣旨を具体化するために、同推進会

議が企画し、取リ組むイベン ト「まちなかを歩く日」

の第1回が、その年の11月に行われ、当館は「まちづ

くリシンポジウムと文博ミニコンサー ト」 の会場とし

て別館を提供した。

2001年度になって、同推進会議から当館に、第2回

目の 「まちなかを歩く日」 (11月16日~18日）への参

加と協力についての正式な要請があリ、学芸第二課を

中心に、積極的に協力することになった。今年度は

「まちなかまるごとミュージアム」という企画のうち、

以下についての協力をした。

a. 「歩いて見つける歴史とくらし～まちなかウォー

クラリー～」に対する協力 （資料調査、原稿作

成など）

b. 「別館における展示と トーク」(11月16日）

1)高念宮 ・蜃華院跡出土逍物の展示

2)ギャラリートーク 「考古学でたどる三条界隈

の歴史」

植山 茂 （当館学芸第二課主任学芸貝）

3)シンポジウム 「三条界隈まちなかトーク」

宗田好史氏（京都府立大学助教授）

南 博史 （当館学芸第二課主任学芸邑）ほか



6. 国際交流

6-1 映西歴史博物館友好交流事業
1991年6月に中国映西省西安市に開館した映西歴史

博物館と当館とは、 1994年の「大唐長安展」開催を契

機に、同年12月に友好提携の調印を行い、 ①学術研究

の成果の交流、 ②文物の保護技術の交流、 ③人材の育

成 ・交流、を過じて両館の友好関係を確立し、推進す

ることとした。その結果、人的な交流については、 1

年おきにそれぞれの職昌2名を2週間派遣することに

なり、 1995年に当館の職員を映西省に派遣することか

6 -2 その他の交流事業

国際協力事業団では、主として開発途上国を対象に、

文化財の保存と整痛の推進に貢献することを目的とし

て、 1992年度から 「文化財修復整備技術コース」を設

ら両館の交流の第一歩を踏み出した。

この友好交流事業は、京都府からの補助事業という

形で進められてきたが、長引く経済不況の下で、京都

府も財政再建に取り組むこととなり、 1999年度から当

面の間、映西歴史博物館職邑の招聘は行うものの、当

館の職負の映西省への派遣は中止することとなった。

従って2001年度の人的交流は行わなかった。

けて、京都の関連諸椴関の協力を得て、研修を実施し

てきた。当館では、 1993年度から「展示技術」に関す

る研修を受け入れてきた。

①国際協力事業団平成12年度文化財修復設備技術コース研修

研修年月日 l 研修内容

研修名 1 担当者
し一 研修貝

国名

2001年4月58 京都文化博物館の概要 ・館内見学 鈴木忠司学芸第二課王幹 7 中国・ミャンマー・スリラ

民俗肯料の展示への利用について 大塚活美学芸第一課学芸貝 ンカタイ・トルコエチ

4月6日 美術展示の方法一照明器具と光源の特性 長舟洋司学芸第一課学芸負 オピアグアテマラ

及び効果をめぐって一

「1日日本銀行京都支店」の保存と利用について 植山 茂学芸第二課主任学芸負

②国際協力事業団平成13年度文化財修復整備技術コース研修

研修年月日 l 研修内容

研修名 I 担当者
ピ
. . ... 

研修邑

国名

2002年3月5日 京都文化博物館の概要 館内見学 鈴木忠司学芸第二課主幹 10 ホンデュラス ケニア・

民俗資料の展示への利用について 大塚活美学芸第一課学芸貝 マレーシア ・モンゴル

3月68 美術展示の照明方法ー照甲器貝と光源の特性 長舟洋司学芸第一課学芸目 ミャンマー ポー

及び効果をめぐって一 ランド サウディアラビ

「1日日本銀行京都支店」の保存と利用について 鈴木忠司学芸第二課主幹 ア・タイ テュニジア

2001年5月25日 京都文化博物館友の会見学会
（京都府立堂本印象美術館）

2001年4月 「新巳美京都巡回展」会場風景
(5階展示室）
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7. ギャラリー事業

7 -1 5・6階展示室

(1)京都文化財団展示室運営委貝会

美術 ・工芸作家等が京都文化博物館5・6階展示室

及び京都府立文化芸術会館展示室を使用するにあたっ

て、展示室運営を適正かつ円滑に進めるために、京都

文化財団では展示室運営委負会を設置している。本委

邑会の委昌は、学識経験者ならびに美術 ・工芸作家の

中から理事長が委嘱し、任期は2年である。委昌会の

構成は、学識者 1名、日本画3名、洋画2名、彫刻 1

(2)美術・工芸作家の利用

京都府工芸美術陳列所 （京都府ギャラリー）の機能

を引き継いで、当館では開館以来、 5階展示室に美術・

工芸作家が利用できる場を設けている。利用期商を原

則として毎月21日から月末の前日までと定め、府内に

活動の本槌を持つ作家及び府内にゆかリのある作家に

限定している。展示作品は、絵画・彫刻・工芸・書・

①作家利用一覧

会期 1 展跨会名 1分野

2001 4 21~22 第5回水B月選抜雹展 喬

26~29 和紙ちぎl）絵村城翠江展 諸工芸

26~30 森谷洋至写哀展 写真

26~30 日本画光玄展 日本両

26~30 新日美京都巡回展 美術総合

5.23~27 京都鑑作家協会会呉展 昏

23~27 松月の曾 諸工芸

6.20~24 北沢一念能面＆楽茶碗 諸工芸

20~24 笥々会展 8本画
20~24 種々展 日本画

20~24 辛酉会展 雹

28~ 7. 1 絵更紗美術協会会員展 染織

7.17~22 成安造形短期大学専攻科展 総合

25~29 京都日本画家協会新鋭選抜展 日本画

25~29 辻本洋太郎万葉スケッチ紀行原画展 洋画
8.15~19 植田邑明洋画展 洋画

15~19 ファインド・アイ文人光画展 写真

22~26 穴轡会禄刻作品展 雹

22~26 2001新美 美術総合

9 20~24 光風工芸「明日へのかたち」展 工芸総合

20~24 明是栄蔵洋画作品展 洋画

20~24 京都ユネスコ協会美術工芸展 総合

27~30 宮下南山・終南父娘二人展 困
27~30 平安哲遵会緊英展 祖

27~30 雹の会 「躍」展 濫

27~30 名原禾津 ・遠藤泉女現代磐展 甚

27~30 第31回京都写真芸術展 写真

10.17~21 出原修子創作菫ね絞り染展 染織

名、工芸 3名 （染織 ・掏芸 ・漆芸名 1名）、書2名

（仮名・漢字名1名）、写真 1名の計13名で、展示室の

使用を希望する美術 ・工芸作家等の作品について審議

している。 2001年度の委昌会は以下のとおリ開催した。

委員会開催日 1 審議対象期間 1件数

,oo,,,,:::;: I:: ご悶二：二□
2002年 2月28日 2002年 8月~2002年11月 22

デザイン・写真 ・華道などのジャンルで、内容の充実

しているものとし、利用の可否については、展示室運

営委邑会において利用申込者の作品を審議して決定し

ている。 2001年度の利用件数は、 55件であった。なお、

6階展示室にもピクチャーレールを設置したので、美

術・工芸作家の利用も可能となった。

会期--・- 展覧会名 分野

2001.10.17~21 朋葱会染色作品展 染織

17~21 蒼酒展 洋画

25~28 京の名エ展 工芸総合

25~28 面法会能狂言面展 諸工芸

11.21~25 第13回創工会展 工芸総合

28~12. 2 高橋貞夫木彫＆彫彩展 諸工芸

28~12 2 白土会洋画作品展 洋画

30~12. 2 絵更紗画林展 染織

12.12~16 京都現代写真作家展 写棗

20~24 帆の会展 洋画

20~24 第31回京都写真家協会展 「京ー一期一影」 写真

20~24 萄々会展 日本画

20~24 畝展 日本画

2002. 1. 9~14 第3回全国阿波藍染染織作家協会展 染織

19~20 水明選抜書展 雹

23~27 示現会京都作家展 洋画

23~27 芽生展 日本画

23~27 汎具象会友と受宮作家展 洋画

214~17 成安造形短期大学服飾文化学科卒業作品展 工芸総合
22~24 京都橘女子大学日本語日本文学科書遵コース展 番

3.20~24 あまがつ会人形展 諸工芸

20~24 蓉龍展 喜

20~24 新協美術京都展 洋画

20~24 京都教育大学彫塑研究室卒業制作展 彫刻

27~31 面匡会京都能面展 諸工芸

27~31 汎貝象会目展 洋画

27~31 京都現代書芸展

計55件 (110日間 48,976人
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②作家利用分野別入場者状況

美 術 工
＃ 美術コ工

日本画 洋画 娑 写 真 彫 刻 美術総合 染織 陶芸 諸工芸 工芸総合 工芸 総計

総合

使用件数 ？ 10 12 5 1 2 5 

゜
7 4 2 55 

割合 (%) 12 18 22 ， 2 4 ， 
゜
13 7 4 100 

入場者数 6,298 7,175 8,922 5,566 562 1,596 3,957 

゜
6,930 6,540 1,430 48,976 

1件平均入場者数 899 398 743 1,113 562 798 791 

゜
990 1,635 715 890 

(3)生涯学習的発表期間の利用

1998年度よリ、 5階.6階名展示室に生涯学習的発

表期間を設けた。これは美術 ・工芸作家の利用に準ず

①生涯学習的発表の利用一覧

1 会期 l 展 覧

る利用期簡として、美術 ・工芸作家及び技能芸能継承

者の指導するグループの発表期間を設けたものである。

会

名

5階 2001 4 5~ 4. 8 第10回押し花アート展 諸工芸 1,009 

4 5~ 4. 8 第2回 楠幸男風蛋画展 洋画 388 

411~ 4.15 プペドール 創作陶磁器人形展 諸工芸 1,475 

411~ 4.15 樋□華玄巻作展 ・華曜舎番展 醤 921 

6.13~ 6.17 創作布花とシャドーボックス展 一習竹との三童奏一 諸工芸 1,089 

7. 9~ 7.15 第19回 上野の森美術館大宮展関西展 洋画・日本画 1,005 

7.31~ 8. 5 八十山和代 日中友好中国帰国展 洋画 696 

9. 6~ 9. 9 三餘会雹展 困 539 

g 6~ g g 和田草園遺暴展 善 382 

9.12~ 916 第18回 産経国際柑展関西展 書 951 

10 4~10. 7 第16回 園交会かな書展 雹 240 

1011~1014 京都とっておきの芸術祭 美術総合 1.410 

10.31~11 4 吉田木芸木彫教室作品展 彫刻 2,300 

1031~11 4 第10回光勲能面酋展 諸工芸 1,345 

10.31~11. 4 市民美術アトリエ合同展 洋画 911 

11 1~11. 4 彩素会絵更紗展 染織 1,161 

12.11~1216 スコーネクラブ刺繍展 諸工芸 1,171 

2002 2 5~ 2.12 京都伝統工芸専門学校 第6回卒業記念作品展 美術総合 2,270 

2.28~ 3. 3 第15回 全国シルバー書道展京都展 咎 1,399 

3. 6~ 3.10 第19回 桃夭会巳本画展 日本画 689 

3. 6~ 3.10 水彩スケッチ会展 洋画 591 

3.12~ 3.17 第19回 全国水墨画秀作展 日本画 1,899 

分野 ］入場者数

計22件 使用日数 110日 23,841人

6階 I 2001.4.17 体験学習 （京舞） その他 73 

5. 9 体験学習（講演会） その他 220 

5.30 体験学習 （京舞） その他 185 

6 7 体験学習 （京舞） その他 104 

6.24 浅野愛子社中 筍曲おさらい会 その他 100 

7.31~ 8 3 詞片山家能楽保存財団 第五回 能装束・能面展 工芸総合 1,162 

9. 9 染織光悦酋展 染織 484 

9.12~ 9.16 産経国際書会第1回関西代表展 根 814 

10 2~10. 4 第29回 京都シニア大学学園文化祭 美術総合 340 

10. 6~10 7 華道本能寺第59回華道盛美展 華遵 371 

1011~10.14 第39回 躊門社選抜醤道展 緞 1,025 

10.19~1021 第16回棧様絵師寺澤森秋作品展 染織 251 

10.28 投扇興についての講競と実演 その他 60 

11 2 第86回狂言三笑会 その他 190 

-33-



11. 8~11.11 アトリエ ・ラルジャン飾金教室作品展 金工

2002:: 口 内 8日古休館日戸

598 

477 

1153 

820 

②生涯学習的発表の利用分野別入場者状況

和装 美 術

呉服 日本画 洋画 也 写 真 その他 美術

総合

5階 件数 2 5 6 1 2 
日数 11 27 26 5 12 
人数 2,588 3,591 4,432 2,300 3,680 

6階 件数 2 15 1 
日数 ， 35 3 
人数 1,839 4,627 340 

工 ヰ
コ:,;

小計 染織 陶芸金 諸工芸

竹・漆

16 1 5 
81 4 25 
16,591 1,161 6,089 
18 3 1 
47 7 4 
6,806 1,888 598 

工芸

総合

1 
4 
1,162 

30 

689 

793 

335 

180 

10,454人

美術

小 計 工芸 総計

総合

6 22 
29 110 
7,250 -23,841 
5 23 
15 62 
3,648 -10,454 

※ 5階「その他」は彫刻である。6階 「その他」には華道2件 (119人）と体験学習4件 (582人）を含む。

(4)一般の利用

5階展示室及び6階展示室は美術・工芸作品の展覧

会等の他、京物と称される京都の伝統産業製品を紹介

することを目的とした展示会、内見会、見本市等の会

場としても利用されている。

7-2 別館ホール

1日日本銀行京都支店（重要文化財）の営業室であっ

た別館のホールは、通常は常設展示の一環として公開

しておリ、日月治特代の代表的な洋風近代建築の内部が

鑑賞できるが、一方で多目的ホールとしての機能も持っ

①利用状況

王］ 音楽会名

2001. 4.22 
I 

京都Cモンテヴェルディ合唱団定期演奏会

4.29 京都フィルハーモニー室内合奏団定期演奏会

5.22 伊藤深雪フォルテピアノリサイタ）レ

5.27 あいのまちはうすコンサー ト

6. 1~ 3 橋村重彦洛北花脊染友禅展

6.24 仏教大学混声合唱団 SUMMERCONSERT 

7. 1 杏子SUPECIALACCOUSTIC LIVE 

7.20 パフォーマンス イン ミュージアム Vol.1

源流を着る舞う奏でる

7.29 京都日本画家協会 日本絵貝シンポジウム

9. 1 混声合唱団CADENZA定期演奏会

9. 2 京都教職昌互助組合 妹尾河童講演会

9. 8 長井芽乃＆長谷川麻子クラシカルライプ

和装 染織 美術 工芸 その他 計

呉服

5階 件数 6 

゜
5 2 1 14 

日数 17 

゜
16 7 4 44 

6階 件数 13 

゜゚ ゜
1 14 

日数 40 

゜゚ ゜
2 42 

※ 美術： 日本画，洋画， 書、写莫など，

工芸 ．陶芸，金工，竹エ、漆芸、 諸工芸など

ている。特別展の開会式やレセプション、音楽会など

館主催の事業に使うとともに，貸会場として展黄会や

音楽会などの利用にも提供している。

会期 展覧会・音楽会名

9.15 エフエム京都収録 LUV&SOULライブ

9.16 長月コンサート加藤ますえカンツォーネリサイタル

9.20~26 写真展音のない記憶井上孝治の世界

10. 2~ 4 京都橘女子大学歴史文化ゼミナール

10.12 京都フィルハーモニー室内合奏団定期演奏会

10.14 バッハアカデミー関西定期演奏会

10. 2 アンサンプルリード ファーストコンサー ト

10.21 三好完山社中清完社尺八演奏会

10.23~25 京都橘女子大学歴史文化ゼミナール

10.28 FM802収録 矢井田瞳アコースティックライブ

11. 3 京都Cモンテヴェルディ合唱団定期演奏会

11. 9~10 杉田二郎ライプ from my heart 

11.23 MU楽団合唱空間コンサート

-34-



11.23~25 アトリエエンジェル ステンドグラス作品展

11.30 ボスコミュージック 日下郎祐子コンサート

12. 2 アリババと15人の盗賊 京都リサイタル

12. 8 ANSENBLE京都定期演奏会

12. 9 京都室内合唱団クリスマスコンサー ト

12.16 LA萌DIE2001クリスマスコンサート

12.19 3GPP TSG京都会合 （コンベンションビューロー）

12.22 エフエム京都収録 EPO & SMOOTH ACE 

アコースティックライプ

12.23 翔ユリ子クリスマスコンサート

2002. 1.13 鴻EB侑子ピアノ教室アンサンプルのタベ

2001年7月29日 京都日本画家協会「日本画絵具に関する
ジンポジウム」（別館ホール）

1.26 萬 英子 ・大平朋美ピアノコンサート

1.27 アストロリコタンゴコンサート

2.16 中村行延ライプ PAGE NEXT 

2.22~23 京都橘女子大学文化政策研究センター 閑西女性ア

ーティストファイル vo1:1 

3. 3 京都フランス歌曲協会サロンコンサー ト

3.13 COPA COPIファーストコンサー ト

3.17 トロンポーン5656第2回ジョイントコンサートin京都

3.21 ノーベル宮100周年記念フォーラム パーティー

3.23~24 落語DEオペラ フィガロの結婚

3.30~31 京都Dータアク トクラプ 触れてみる展覧会2

入場者数 計 11,253人
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8. 管理・運営

8-1 組織と職員
(1)組織

京都府京都文化博物館

＇ 京都府立文化芸術会館
京都文化財団

L f----京都府立府民ホール
本部事務

I L京都

文化財保護基金室

．務課L 総務係
経理係

業課 事業係

芸第一課-----,-美術担当

工芸担当

民俗担当

映像 ・情報室

芸第二課ーロ歴史担当

文献担当

※ 総務課は京都文化財団本郭事務局を兼ねる。

(2)京都文化財団役員

職名 l氏名 I 所 瞑等

顧閤 芦原毅童 間西電力株式会社名誉会長 理事 芝EB 米三 洋画家

荒巻禎一 京都府知事 菅 泰男 京都大学名誉教授

林田悠紀夫 前京都府知事 多田道太郎 京都大学名営教授

理事長 岡本道雄 京都大学名誉教授、京都文化博物館長 谷内乾岳 神護寺住職

副理事長 千 宗室 茶道家元 角田文衛 詞古代学協会理事長

草木慶治 京都府副知事 堂本元次 日本画家

常務理事 高見静治 京都文化博物館副館長 西村恭子 美術プロデューサー

理事 稲盛和夫 京都商工会議所名営会頭 藤田哲也 京都府報育委国会委負長

岩淵龍太郎 京都市立芸術大学名誉教授 真弓常忠 八坂神社宮司

岡田節人 JT生命誌研究館長 村井康彦 京都造形芸術大学教授

門脇禎二 京都府立大学名誉教授 山本壮太 NHK京都放送局長

洒水九兵衛 彫刻家陶芸家 監事 岡田博邦 社）京都銀行協会専務理事

／」＼畑 弘 京都府社会教育委貝連絡協議会会長 塩見司郎 京都府出納管理局長 ＊ 

坂上守男 囲京都府観光連盟会長 （裕京都市観光協会会長

I註 1職名 1 氏名 所属等 ］註

※ ＊印： 2001年7月4日就任

(3)京都文化博物館職員

所属 j 職 名 l氏名 担当業務 備

考

館長 岡本道雄 館総括 財団理事長兼務

副館長 高見静治 館業務総括 財団常務理事兼務

総務課 課長事務取扱 薮下文夫 課総括 4 ~ 
参事 ・総務係長事務取扱 金田 暁 総務係 財団本部事務局兼務

課長補佐兼経理係長 生島宏次 経理係 財団本部事務局兼務

主任 森木礼子 経理係 財団本郎事務局兼務

主事 佐藤幸央 総務係 財団本郎事務局兼務

嘱託 中越悦朗 総務係

参事（文化財保護基金室） 矢野治涸 総務課兼務 財団本郎事務局文化財保護基金室/20014 ~ 
室長（文化財保護基金室） 伊藤 額 総務課兼務 財団本部事務局文化財保護基金室

友の会嘱託 中井 三郎 友の会・別館 非常勤

事業課 課長 新井田酌雄 課総括

主事 磯野真知子 事業係

主事 木示木 雅樹 事業係

主事 海老名和孝 事業係

寝託 門脇郁男 事業係 非常勤

-36-



学芸第一課 課長 山本俊介 課総括 2001 4 ~ 

映像情報室長 内村悦郎 映像 ・情報担当

主査・学芸目 大西基子 美術担当

学芸貝 大塚活美 民俗担当 学芸第二課兼務

学芸呂 藤本恵子 工芸担当

学芸貝 長舟洋司 美術担当

学芸昌 洲鎌佐智子 工芸担当

学芸負 森脇渭隆 映像情報担当

学芸呉 野口 剛 美術担当

犠託 溝0 勝美 映像 非常勤

寝託 有田幸男 映像 非常勤/~200112

学芸第二課 課長 （主任学芸邑） 片岡 戸重饂 課総括

主幹 （主任学芸負） 鈴木忠司 歴史担当

主任学芸呉 植山 茂 歴史担当

王任学芸員 山下秀樹 歴史担当

主任学芸員 定森秀夫 歴史担当 ~2002.3 

王任学芸邑 南 博史 歴史担当

学芸貝 土橋 諒 歴史・文献担当

(4)職員表彰等

・京都市内博物館施設連絡協議会永年勤続表彰

(6月26日表彰）

8-2 施設

(1)本館関係

所在地’京都市中京区高愈通三条上ル東片町623-1

設計 ：京都府土木建築部営繕課・（株）久米建築事務

所

施工期簡 ：1986年10月~1988年9月

敷地面積 ：4,790.35m'(別館を含む）

建築面積 ：3,481.04而 （別館を含む）

延床面積 ：15,827.42吋 （別館を含む）

本館床面積内訳：

地階 2,242.42m'/1階 2,265.29m'

2階 1,853.39吋/3階 1,908.79m'

4階 1,442.19吋/5階 1,442.19m'

6階 1,218.28m'/7階 1,010.43m'

塔屋 182.88m' 

構 造：鉄骨鉄筋コンクリート造／一部鉄骨造

(2)別館関係

所在地 ：京都市中京区三条通高倉西入）レ菱屋町48番

地

長野宇平治

施工期商 ・1903(明治36)年9月 ~1906(明治39)

年6月

延床面積 ：2,261.56m2 
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定森秀夫 （学芸第二課主任学芸邑）

森木礼子 （総務課主任）

別館構造 ：建築面積ー819.67m'

煉瓦造、 2階建一部地下 1階

スレート・銅板葺、両翼塔屋付

旧金庫構造：建築面積ー187.1Om' 

煉瓦造、 1階建、桟瓦晉

指定 ：重要文化財

指定名称ー旧巳本銀行京都支店

指定年月日ー1969年3月12日

指定書番号一建第1,708号

(3)王な改修・増設工事

①2階特別陳列コーナー展示ケース新設工事

(2001年4月）

当館の歴史の常設展示は、当初から模型や映像を主

体として組み立てられておリ、実物資料が極めて少な

い。このことについては、開館当時から賛否両論の意

見が内外から寄せられていた。それを補うために、展

示室内に展示ケースを設けて実物資料の展示をしては

どうかという声は、館内にも少なくなかった。

今年度、京都府のインターネット博覧会の 「源氏物

語パビリオン」に協賛して実施する重要文化財 「大島

本源氏物語jの特別公開を機会に、新たに展示ケー

スを設置し、「特別陳列コーナー」を設けることとし



た。 2階歴史展示室の北端にある 「国際都市京都」の

コーナーと「歴史情報サービス」とは、機器類の老朽

化のため、近年トラブルが絶えなかったこともあって、

これらを廃止して、そのあとに幅6,000mm、奥行き1,200

8-3 ろうじ店舗

「ろうじ店舗」は当館1階にあリ、江戸時代末期の

京町家の外観を復元したものであl)、高倉通側には京

料理などの飲食店、内倒の路地には京物と呼ばれる伝

統工芸品や土産物を扱う物販店が営業している。また、

ろうじ店舗各店でつくる「ろうじ店舗博和会」は、当

館の協力会として、当館の催しに合わせて、積極的に

多彩な催しを開催している。本年度のろうじ店舗の利

用者は143,183人であった。

①ろうじ店舗一覧

◇紙の店一楽紙館

◇京しゅみー菰軒

◇京のエッセンス19舗 名店会 （順不同）

薫香一松栄堂 京の雅一古澤仙蚕堂

京梵ー半兵衛琵

数珠ー福永念珠堂

京菓子一鼓月

京佃煮ー野村

宇治茶ー福寿園

京扇子ーとくの

京象嵌ー川人象嵌

竹の匠一高野竹工

京棄子一甘春堂本舗

◇もち料理ーきた村

◇手打そば ・慾麦料理一有吾屋

京小間物一光悦

京栗菓匠ー若菜屋

風雅便箋ー表現社

化粧小物一左リ馬

縮緬小物一くろちく

京つけもの一西利

京・渭水焼ー朝巳堂

なま八つ橋一井筒八ツ橋

◇甘党茶寮ーあけぼの

◇エスプレッソコーヒーの店ーコロラド

◇織屋直販店 ショップ西陣 （順不同）

風呂敷ー上羽機業 絹のれん一渡文

バッグー）」＼森織物

シャツーすぎむら

小物入れ一辻梅

マフラー一塩野屋

ネクタイ一段下二郎

綴れグッズ一本つづれ勝山

mm、高さ2,950mmの展示ケースを設置した。併せて、

西1則壁面に接して縦2,950mm、横4,500mmの展示用壁の

設置と、明リ取りのための窓の遮蔽工事を実施した。

テーブルクロスー瀬川工芸織物

◇珈琲サ0ン （別館）一阿蘭陀館

◇ミュージアムショップ (3階）一便利堂

②博和会行事

2001年 4月21日~5月31日 端午（鯉のぽリ飾リ）

5月25日~27日 ろうじの古本市

6月1日~3日 ろうじの呉美の市

6月5日~7月9日七夕 （七夕飾リ）

9月8日~10月8日重陽 （菊飾リ）

9月14日~16日 ろうじの呉美の市

11月16日~188 ろうじの呉美の市

11月23巳~25日 ろうじの古本市

12月20日

~2002年1月2日正月 （凧飾リ）

3月3日~4月15日 桃の節句 （雛飾り）

3月15日~248 ろうじの呉美の市

公

2001年11月 ろうじの呉美の市（ろうじ店舗）
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9. 2001年度のあゆみ

※ 事項欄の「MH」は映像ホール、 「AH」は別館ホール、「AL」は別館請義室、「AE」は別館東室の省略

月日 I 事 項 1 月日 1 事 項

4. 1 人事異動
4. 2 2階歴史展示室展示ケース設回工事 (~4.4)
4. 5 国際協力事業団平成12年度文化財修復整備技術
コース研修 (~4.6)
I「映画美術の情念一美術監苔・内藤吃の世界」映
画上映 (MH/~56) 

4. 7 I美術 ・工芸常設展示「池大雅の人物表現」ギャ
ラリートーク （佐々木氏/3階）

4.10 Iィンターネット博控会京都府パビリオン「源氏
物語」協賓重要文化財 「大島本源氏物語」特別

公開 (2階/~12.16)
4.12 その1ーヴァ
イオリン編＞第4夜 (AH)

4.141歴史常設展展示解説 （大塚/2階）
ク 生涯学習ボランティア「MOKの会」2001年度
総会

4.17 修学旅行体験学習「京舞」 (6階）
4.28 「こころの交流 朝鮮通信使」展開催 (4階.3 
階/~6. 3) 

., I「朝鮮通信使」展国際シンポジウム（京都市国際

交流会館）

4.30 I KB SかたつむL）大作戦に協力
5. 3 「朝鮮通信使」展ビデオ上映会 (AH/5.4、
5.6、 5.20) 

5. 5 「朝鮮通信使」展講演会 （上田氏/AH)
5. 9 修学旅行体験学習「講演」 (6階）
5.10 
映 (MH/~5 .27) 

5.12 「朝鮮通信使」展講演会（トビ氏/AH)
5.13 「朝鮮通信使」展日韓中共同シンポジウム (AH)
5.16 修学旅行体験学習「歴史講座」 (6階）
5.17 修学旅行夜の体験学習「けまり」(AH)
5.18 修学旅行夜の体験学習「京舞」 CAH) 
5.19 「朝鮮通信使」展講演会（辛氏/AH)
ク 歴史常設展展示解説（植山/2階）
ク 修学旅行夜の体験学習「京舞」 (AH)
5.25 博物館友の会見学会（京都府立堂本印象美術館）
ク ろうじ店舗博和会 「ろうじの古本市」 (~ 5 .27) 
5.26 「朝鮮通信使」展講演会（仲尾氏/AH)
5.30 修学旅行体験学習「京舞」 (6階）
5.31 「オ華凄絶、市川雷蔵」映画上映 (MH/~7.
29) 

6. 1 ろうじ店舗博和会「ろうじの呉美の市」 (~6. 3) 
6. 2 生涯学習ポランティア「MOKの会」 6月例会
6. 7 修学旅行体験学習「京舞J(6階）
6. 9 市川雷蔵映画ポスター展「オ華凄艶、市）II雷蔵」
及び「京都の美術・工芸展一盟逸の陶彫 高山

泰造展」開催 (3階/~8. 5) 
6.15 その1ーヴァ
イオリン編＞第5夜 (AH)

6.19 「北条時宗とその時代展」開催 (4階/~7 .22) 
6.21 展示室運営委目会 (AL)
6.22 修学旅行夜の体験学習「けまl）」(AH)
6.23 歴史常設展展示解説 （南/2階）
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6.26 I京都市内博物館施設連絡協議会表彰（永年勤続一
森木）

7. 4 第33回京都文化財団役貝会（京都府公館）
7. 7 歴史常設展展示解説（土橋/2階）
7.10 関西展」 (5階
/~ 7 .15) 

7.13 I「祇園祭記念特別上映一祇菌祭」映画上映 (MH
/~ 7 .14) 

7.15 I <祇園祭の宵山に等曲を聴くタベ＞開催 (AH
/~ 7 .16) 

7.16 祇園祭宵山のため臨特開館
7.19 韓国高麗大学校博物館館長 ・産光植氏ら来館
7.30 「漢代“王車"の輝き」展中国山東省代表団来日
(~ 8. 5) 
a. 2 I「羅生門と宮川一夫ーグランプリ受賞50周年記念」
映画上映 (MH/~8.5)

8. 4 「漢代“王車"の輝き」展開催 (4階/~9 .16) 
8. 7 博物館実習第1組 (~8 .10) 
ク

と集合ー」開催 (3階/~10.14)
s. 9 I「学校特集人が成長する時」映画上映 (MH/
~ 9. 2) 

8.14 その1ーヴァ
イオリン編＞第6夜 (AH)

8.16 I「映画の中の古典芸能 名演の記録と表現の冒険」
映画上映 (MH/~8 .19) 

8.18 「漠代“王車"の牒き」展講演会（金関氏/AH)
8.20 コンパニオン平成13年度下期研修会 (AL)
9. 1 生涯学習ボランティア「MOKの会」 9月例会
9. 4 博物館実習第2組(~9. 7) 
9. 6 「映画都市・京都、草創の時撮影所は花ざかリ」
映画上映 (MH/~9 .30) 

9.14 Iろうじ店舗博和会 「ろうじの呉美の市」 (~9
16) 

9.29 歴史常設展展示解説（大塚/2階）
10. 1 エルサルバドル海外学術調査協力（南/~10.18)
10. 2 「京都画選・王朝文化の美を描く 案本一洋展」
開催 (4階/~114)

10. 4 I「松竹映画行進曲ーキネマの新天地東の蒲田、
西の下加茂」映画上映 (MH/~10.26) 

10. 5 I音楽会＜ヴィ ルトゥオーゾの誕生 ・その2ーピ
アノ編＞第 1夜 (AH)

10.131「案本一洋展」講演会 （加藤氏/MH)
10.16 「京都の美術・工芸展ー物語の小径ー文学にもと
づく作品を集めて一」開催 (3階/~12.2) 

10.181展示室運営委貝会 (AL)
10.19 博物館友の会見学会 （角屋もてなしの文化美術
館）

10.20 「突本一洋展」請演会 （大西/MH)
10.22 峙代祭のため臨時開館
10.27 「案本一洋展」列品解説 （大西/4階）
11. 4 「松竹映画行進曲一松竹太秦撮影所特集」映画上
映 (MH/~11.25)

11.1 o I歴史常設展展示解説（土橋/2階）



月日 事 項 月日 事 項

11.15 I「チベッ ト仏教美術展ータンカの世界」開催 (4
階/~2002.1. 6) 

11.15 Iろうじ店舗博和会 「ろうじの呉美の市」(~11.
18) 

'l I「まちなかを歩く巳」協賛別館無料開放（高倉宮・

昼華院跡出土酒物の展示／展示解説ー植山／シ

ンポジウムー宗田氏 ・南ほか）

11.23 ろうじ店舗博和会「ろうじの古本市」 (~11.25) 
11.25 「チベッ ト仏教美術展」講演会 （田中氏/AL)
11.29 「松竹映画行進曲一松竹大船撮影所特集」映画上
映 (MH/~12.23) 

12. 4 I「京都の美術 ・工芸展ー京都府所蔵絵画コレクショ
ン撰」開催 (3階/~2002. 2 . 3) 

12. 81美術工芸常設展示列品解説 （長舟/ 皆）
12.11 その2ーピ
アノ編＞第2夜 (AH)

12.1a I歴史特別陳列「考古肖料でたどる博物館周辺の
歴史」開催 (2階/~2002.6. 2) 

'l I別館特別陳列 「紙の民具と玩具」 (AE/~2002. 
3 .1ワ）

12.22 歴史常設展展示解説（南/2階）
2002. 1. 4 ろうじ店舗きた村 「お餅つき」
1. 5 「卒寿なお現役映画監醤 ・新藤兼人」映画上映
(MH/~ 1 .2?) 

ク 歴史常設展展示解説 （植山/2階）
1.12 生涯学習ボランティア「MOKの会」 1月例会
／見学研修会 （晴明神社・冷泉家邸ほか）

1.19 I「京都府美術工芸新鋭選抜展~2002新しい波～」
開催 (4階/~2. 3) 

1.21 I消防訓練
1.31 「梅もほころぶ、ユーモア時代劇特集」映画上映
(MH/~2.24) 

2. 1 梅屋小学校跡地埋蔵文化財発掘調査 (~8 .21) 
ク 映像運営委貝会 (7階サロン）

2. 7 「映画監醤・ 中恩貞夫特集」映画上映 (MH/~
2 .10) 

2.16 I「冷泉家展と国宝 「8月月記」」展開催 (4階 .3 
階/~3 .24) 

,,,_ I「京都の美術・ 工芸展ー雛人形と御所人形ーちい

さきものへの愛情ー」開催 (3階/~3 .24) 
ク 歴史常設展展示解説 （鈴木/2階）
2.19 エルサルバドル海外学術調査協力 （南/~3.14)
2.21 音楽会＜ヴィルトウオーゾの誕生 ・その2ーピ

I 

アノ編＞第3夜 (AH)
2.28 展示室運営委負会 (AL)

ク 「特集・働くということ」映画上映 (MH/~3
31) 

3. 2 I「冷泉家展と国宝 匡 月記」」展講演会（美川氏
/AH) 

3. 5 I国際協力事業団平成13年度文化財修復整備技術
コース研修 (~3.6)

3. g I生涯学習ポランティア「MOKの会」 3月例会
(7階サロン）

3.11 第34回京都文化財団役貝会 （京都府公館）
3.15 ろうし`店舗博和会「ろうじの呉美の市」(~3 .24) 
3.16 「冷泉家展と国宝 「明月記」」展講演会（冷泉氏
/AH) 

3.21 I「冷泉家展と国宝 「明月記」」展関連「冷泉家邸
平成大修理竣工記念」見学会 （冷泉家邸/~3.
24) 

3.23 歴史常設展展示解説 （片岡/2階）
3.31 研究紀要 「朱雀」第14集刊行
ク 「雲林院跡」（「調査研究報告」第15集）刊行
ク 「2000年度年報」刊行

2002年1月 「京都府美術工芸新鋭選抜展

~2002新しい波～」 (4階特別展示室）

2001年6月19日 「北条時宗とその時代展」サイン

（三条高倉角）
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